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はじめに 
 

国際的な難民支援について学ぶ 

ジュネーブ・スタディツアー をふり返る 

 

スタディツアー世話人 ／ 2014 年度 SHRET 顧問 

聖心女子大学文学部教育学科・永田 佳之 

 

2000 年、緒方貞子氏が UNHCR（国連高等難民弁務官）を務めておられた時、RET とい

う組織が創られた。Refugee Education Trust（難民教育基金）の頭文字をとって命名され

た難民の中等教育段階以後の教育支援を掲げた国際 NGO である。 

当時は、ミレニアム開発目標の一つとして初等教育の完全普及が標榜されはじめたばか

りであり、どの国際機関も難民を含めた子ども達を小学校には通わせなければならないと

いう開発目標が共有されていた。しかし、初等教育段階後の教育が疎かにされることによっ

て難民のような社会的弱者は自立した人生を歩んでいけなくなることに着目した緒方氏は、

開発のトレンドや財政事情等で左右される国連組織の外部に RET を創設したという。この

先見の明が功を奏して、実際に RET は、創設以後、実に多くの難民をアフリカや中東等で

支援し続けてきた。 

RET の創設から２年を経て、聖心女子大学卒業生の第１期生でもある緒方氏の志を支え

る活動をしようという志のもとに、RET の支援組織である SHRET（Sacred Heart Refugee 

Education Trust）がマグダレナ・ソフィア・センター管轄の学生サークルとして生まれた。

以後、SHRET は都内の学校での難民に関する出前授業や学内での料理教室、「SHRET 祭」

の開催など、日本で暮らす難民との交流や街頭募金等を通した海外難民への支援を継続し

てきた。 

ところで、SHRET の初代顧問でおられるシスター山崎より顧問を引継ぐように筆者が拝

命したのが 2009 年であるが、それ以後の５年間、次のような学生の声に幾度か出会ってき

た。それは、海外で起きている難民問題については直接的な体験がないので、それを伝えた

り、教えたりしていても、どこかうそぶいた感をぬぐい去れないという声である。 

しかし、最近の海外事情を考えると、難民キャンプへの訪問はそう容易には実現できな

い・・・などと想いを巡らせていた矢先、RET 代表の G. ゼイネップ氏が 2014 年７月に来

学するという知らせが舞い込んできた。それはやや急な話であったが、SHRET メンバーは

なんとか自分たちの活動のプレゼンテーションや質疑応答を英語で行い、心のこもったお

もてなしをした。 

この時に同代表が強調していたのは、聖心女子大学には「リトル・オガタ」がいるので、

緒方貞子氏のような女性になる切っ掛けづくりを一緒にできないかということであった。
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後ほど聞いたことだが、ゼイネップ氏自ら、緒方氏と共に難民救済事業に従事した経験のあ

るビジネス界出身のエキスパートであった。 

UNHCR は RET を生み出した「母」であると言われる。同様に、SHRET は RET なくし

ては誕生しなかったことを考えると、SHRET にとって RET は母であり、UNHCR は祖母に

あたる。上述のようなお声をゼイネップ氏にかけていただいたのが切っ掛けとなり、未熟な

娘だけれども母と祖母の懐に飛び込んでみようということになった。たとえ難民キャンプ

には行けなくても、キャンプで働いてきた専門家のお話を聴いたり、直接質問をぶつけたり

してみようということになった。 

こうして SHRET のメンバーは、10 年以上、メールでの遣り取りや送金を通してつなが

ってきた産みの親に初めて会いにいく運びとなった。しかも、SHRET にとっては雲の上の

存在であった祖母のところにまで訪れる機会も与えられたのである。実際に母や祖母に会

って学生たちは何を感じ、何を学んだのかについては、本報告書をぜひご一読いただければ、

と思う。 

１週間という短期の旅であったが、この研修が学生達にもたらしたインパクトは少なく

ない。それまではどちらかというと感情的もしくは感傷的な動機が強かった難民の捉え方

も、旅を通して知的な捉え方を日に日に学生はするようになった。RET 職員の言葉をお借

りすれば、専門家集団である RET の職員は、難民支援をエモーショナル・チャレンジでは

なく、インテレクチュアル・チャレンジであるという認識をもつ。彼（女）の中に、おそら

く可哀想な難民への同情という意識のもとに仕事をしている人はいないであろう。RET の

難民支援の手法は極めて知的であり、戦略的であり、現実的なアプローチが採用されている。

こうした専門性に触れる機会はまずキャンパスではないので、本当に希少な機会を授かっ

たと言える。 

RET は創設以来、世界の難民を取り巻く状況に応じて「自己変容」を遂げてきた。現在で

は、「強制移住・暴力・武力紛争、そして災害によって脆弱な状況下に置かれた若者のあら

ゆる教育ニーズを満たすため、多くの地域コミュニティの支援に取り組む」というモットー

を掲げている。かつて強調していた中等教育よりも生涯学習的な視野を取り入れ、政治・社

会的要因のみならず、気候変動や自然災害で難民となった人々も対象とし、国内で強制的に

移住を強いられている国内避難民（Internally displaced persons）も対象としているため、

Refugee という言葉を前面に出していない。 

当初からの信条にこだわりをもちつつ、時代にニーズに応じて自らを柔軟に変容させて

いくこと — RET の持続的な成長はこうした組織哲学から来ているのかもしれない、と思

った旅でもあった。同様に、SHRET も自己変容の努力を惜しんではならないと言えよう。

海外難民とどのように関わるのか、知的アプローチをどう導入していくか、RET との恊働

の在り方をどうするか、RET のように「環境難民」も活動の対象にするのか、原発災害など

による日本の国内避難民の問題にどう取り組むか、等々である。いずれも容易な課題ではな

いが、不可能を可能にしてきた「母」や「祖母」に見倣いつつ、これからも歩んでいってほ
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しい。 

「自己変容」は大学にも求められていることは、ツアーの責任者としても自覚しておきた

い。大学生等を対象にしたスタディツアーを学内外で実施して９年目になるが、今回、はじ

めて姉妹校（札幌聖心女子学院および不二聖心女子学院）の高校課程修了生２名が参加し、

ツアーを通して果敢に学びつづけていた。ジュネーブ空港で機内に乗る直前に「嗚呼、ジュ

ネーブともお別れか・・・次は仕事で！」と何気なく口にしていた高校生どうしの会話は、

筆者にとってとても新鮮であった。大学としてこうした人材（リトル・オガタ）の心意気を

大切に育んでいけるかどうかが問われていることは言うまでもない。 

最後になるが、今回のスタディツアーは次の専門家の方々のご尽力なくしては実現しなか

った。特に RET での研修については、RET-Japan 代表である赤崎元太氏に深く謝意を伝え

たい。また、UNHCR などの訪問は在ジュネーブの邦人専門家のコーディネーションなくし

ては実現しなかった。偶然にも筆者の大学院時代の後輩にあたる山口忍氏や荒川（山口）奈

緒子氏、土岐日名子氏らが在ジュネーブの日本政府代表部国連や国際機関に務めており、丁

寧なコーディネーションをして下さった。通例では、とてもお会いできないような著書もあ

る邦人の専門家よりお話を聴く贅沢な時間をいただけたのも、こうした方々のご尽力の賜

物であった。特に次の方々には、多忙の中、ご丁寧なご講義をして下さったり、学生との会

食にご参加いただいたりした。RET 本部職員の Marc Hari 氏、Marina Anselme 氏、Emilie 

Ballestraz 氏、グローバルファンドの戦略・投資・効果局長である國井修氏、ユニセフの伏

見暁洋氏、日本政府代表部の嘉治美佐子大使、山口忍書記官、工藤博書記官、本田英章書記

官、UNHCR の黒岩揺光氏、Alexandra Kaun 氏、荒木亜礼譜氏、土岐日名子氏、国際移住

機関（IOM）インターンの栗山智帆氏、元ユネスコ職員かつ INEE 専門家の荒川（山口）奈

緒子氏、ジュネーブ国際開発研究大学院の Dominic Eggel 氏に、この場を借りて、心より謝

意をお伝えしたい。 

皆様の仕事に対する姿勢、そして生き様そのものは、学生たちの心に刻まれ、お一人一人か

らのメッセージを通していただいた芽はこれから育まれていくことと思います。本当に、有

り難うございました。 

 

2015 年 3 月 30 日 
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SHRET とは 
 

私達 SHRET（シュレット）は、2002 年 RET 事務局長来日を機に聖心女子大学で発

足した、難民支援学生団体です。RET とは、顧問の永田先生が先述してくださった通り

当時の国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の高等弁務官を務めていらした緒方貞子

氏によって立ち上げられた国際 NGO です。 

私達は聖心女子大学で国際的な学びの輪を広げる学生として、そして緒方貞子さんの

後輩としてこの RET の活動を支持し、より多くの方々に、難民が中高等教育を受ける

重要性を訴えていこうというビジョンのもと活動しております。 

 

現在行っている活動内容は主に２つです。 

1 つ目は、「出張授業」です。提携している日本の高校を対象に、難民とは何かという

基本的なことから教えそこから多くの気づきに導くという取り組みです。 

2 つ目は「日本語ボランティア」です。制限のある学生生活の中でなんとか難民と直

に触れ合えないかという思いから、この活動が発足致しました。日本に来た約 3000 人

の難民はほとんどが難民申請の承認待ちの人々です。彼らは日本に来たことによって言

葉という大きなツールを失い、通常の生活が困難な状況にあります。彼らの生活を少し

でもサポートするために日本語を無償で教えることによって、彼らは様々な障害を乗り

越えることが出来るはずです。 

また上記２項目以外にも、難民問題啓発への努力は欠かしません。NPO・NGO をは

じめとする難民支援団体の主催する催事の参加、それから国連で定められた 6/20『世

界難民の日』に向けて全国に広がる難民支援学生団体との連携を図り、大学生の参加し

やすい催事を企画・報知し啓発へ繋げるなど、学内外で活動の幅を広げられるよう日々

努めております。 

 

緒方貞子氏のような素晴らしい女性が先輩にいらっしゃることは、私達にとって希望

です。SHRET メンバーは上記すべての活動に対して、大きな誇りを持ちながら取り組

んでおります。 

この度のスタディツアーは、顧問の永田佳之教授をはじめとする多くの方々のご尽力

により叶ったプロジェクトでした。このような大変貴重な機会を与え、そして推し進め

てくださったすべての皆様に、この場をお借りして心より感謝申し上げます。本当にあ

りがとうございました。 

 

 

SHRET 14 期代表 古川幹子 
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参加者及び関係者一覧 

【学生】SHRET 

聖心女子大学２年生     古川 幹子 

    髙橋 美桜 

    髙橋 海奏 

聖心女子大学１年生     鴨下 綾花 

       小林 優子 

     

 

 

 

田中 美桜 

    中谷 美結 

    増田 京美 

 

姉妹校 

不二聖心女子学院  松本 奈菜 

札幌聖心女子学院  山中 咲美里

【ご協力いただいた方々】 

RET 

赤崎 元太氏 

Marina Anselme-Lopez 氏 

Benjamin Lachat 氏 

Marc Hari 氏 

Emilie Ballestraz 氏 

 

世界エイズ・結核・マラリア対策基金 

國井 修先生 

 

ユニセフ 

伏見 暁洋氏 

 

在ジュネーブ国際機関日本政府代表部 

嘉治 美佐子 大使 

山口 忍氏 

 

 

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR） 

黒岩 揺光氏 

Alexandra Kaun 氏 

荒木 亜礼譜氏 

土岐 日名子氏 

 

INEE（An international network for 

education in emergencies）元職員 

荒川 奈緒子氏 

 

ジュネーブ国際開発研究大学院 

Dominic Eggel 氏 

 

国際移住機関（IOM）インターン 

栗山 智帆氏 

工藤 博氏 

本田 英章氏 

 

【教員】 

聖心女子大学  仲居 宏二 教授 

永田 佳之 教授 
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事前学習会で共有された問い 
 

私達はスタディツアーのための事前学習会を計３回開催した。 
・永田先生からの現地最新情報 

・topic ごとのプレゼンテーション 

以上のことを中心としてメンバーが主体的に学び、学習会後にはディスカッションも行

った。その結果、生み出したあらゆる問いをここで紹介する。 

また、高校生ならではの視点から生まれる問いにも着目し、普段からお世話になっている

姉妹校 聖心女子学院の高校生のみなさんにも同様のレジュメを見せ、問いを挙げていただ

き、以下のようにまとめた。 

 

RET 

・教育の質とは何か 

・初等教育がままならない地域、一方で中高等教育が普及する、その格差は矛盾ではないのか 

・平和教育とは一体何か 

・難民キャンプで中高等教育→具体的イメージが湧かない、支援のイメージ像（具体的プログラ

ムについて知りたい。期間や対象など） 

・広報どうしているのか 

・難民の本当のニーズにどのように答えているのか 

・UNHCR 等の機関から独立している意義やメリット、また UNHCR との関係 

・日本であれば AAR から派生したさぼうと 21 等の組織がある。RET にはそういった派生組織

はないのか 

・RET の職員の方が RET に入った理由、きっかけ、なぜ「RET」だったのか 

・教育は私達が想像するものとは違うのか、社会に出るための教育といった実践的なものである

はず。これを実現する上で、難民のコミュニティ内で教育を行うのは限界があるのではないか 

・教師育成が具体的にイメージできない（どういった人がなるのか、どういったシステムなのか） 

・RET が考える教育や難民の定義 

・児童労働の問題。子どもが働き手の場合、教育を受けさせることを親は良く思わない。そうい

った人々にどのように理解を求めるのか（人権とジェンダーの問題にも同じことが言える。その

土地によって価値観が違うが、そういった人々にどう理解を求めるのか） 

・第三国定住後、ある程度成長した難民にも働きかけているのか 

・RET Japan ができるが、日本に拠点を置く理由、何を担うのか 
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グローバルファンド 戦略・投資・効果局長 

・國井修氏はどういった経緯でこの仕事に携わることになったのか 

・なぜ感染症に注目にしたのか 

・なぜこの 3 種類の感染症なのか、他の感染症には働きかけるのか 

・感染症は国境を超えるが、それへの対応は？政府が機能していないところでの検疫等はどうし

ているのか 

・シリアにとって一番必要な手当てとは何か 

・ポリオ発生への対策は WHO や赤十字がやっているが、効果は充分か 

・マラリア、AIDS のシリアでの現状 

在ジュネーブ国際機関日本政府代表部 

・国際機関日本政府代表部と大使館では何が違うのか？またそれを意識されていること 

・どうしたら国際機関日本政府代表部で働けるのか 

・国際社会で働く日本人、または働きたい日本人のためのケアはあるのか 

・私達大学生に求めるものを挙げるとするならそれは何か 

UNHCR ジュネーブ本部 

・環境難民に関して UNHCR は支援しているのか？今後支援する見込みはあるのか 

・IOM との関わり 

・危険地でのスタッフの安全確保について 

・国内避難民の支援とは 

・キャンプ外の人の方が大変なのでは？難民キャンプにいない人の支援はどうなるのか 

・「難民」はそもそもどうやって認定されるのか、キャンプにいる人が本当に難民なのか 

・「貧しい」の定義は何か 

・難民キャンプの劣悪な環境についてどう思っているのか 

・UNHCR の職員になるには 

・UNHCR の組織図 

・活動の内容や対象、期間はどのように決まるのか 

・ダダーブ難民キャンプで国際機関がいる意味はあるのか←ご著書を拝読しての質問 

・黒岩氏は何故今 UNHCR にいらっしゃるのか 
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スイス・ジュネーブの位置 

Europe 

 

Switzerland 
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旅程 
 

日程  スケジュール 講師 

2 月 22 日 午前 市内散策  

午後 国際赤十字博物館 訪問 

2 月 23 日 午前 RET レクチャー① Emilie Ballestraz 氏／ 

Benjamin Lachat 氏 
Welcome Lunch 

午後 RET レクチャー② Marc Hari 氏 

夕食会 國井修氏（グローバルファンド）／ 

伏見暁洋氏（Unicef）／ 

山口忍氏（在ジュネーブ国際機関日本政府代表部） 

2 月 24 日 午前 RET レクチャー③ Marina Anselme 氏 

午後 RET 振り返りミーティング 赤崎元太氏（RET Japan 代表） 

2 月 25 日 午前 国際機関日本政府代表部 訪問 嘉治美佐子大使／山口忍書記官         

工藤博書記官／本田英章書記官 

午後 UNHCR ビジターセンター訪問  

UNHCR レクチャー① 黒岩揺光氏 

2 月 26 日 午前 ジュネーブ国際開発研究大学院

訪問 
Dominic Eggel 氏 

IOM インターン生 講演 栗山智帆氏（大阪大学大学院） 

午後 UNHCR レクチャー② Alexandra Kaun 氏 

UNHCR レクチャー③ 荒木亜礼譜氏 

INEE レクチャー 荒川菜緒子氏 

2 月 27 日 午前 国連欧州本部見学  

Lunch 荒川奈緒子氏／土岐日名子氏 

午後 市内観光／ 

国連防災世界会議の打ち合わせ 
赤崎元太氏 
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トピック別の概要・所感  
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国際赤十字 

髙橋 海奏 

 

概要 

赤十字とは、戦争や武力紛争の犠牲を強いられた人々に対して人道的保護と支援を行う、

公平にして中立かつ、独立した機関である。本部はジュネーブにあり、おおよそ 80 カ国で

12,000 人以上の職員が活動している。 

所感 

 今回のスタディーツアーでは赤十字の資料館を訪問した。そこは、赤十字の活動によって

命を取り留めた人々、また様々な苦悩を乗り越え家族との再会を果たした人々、それぞれの

背景をもとに構成された資料館であった。この資料館で圧倒されたものといえば赤十字の

歴史はもちろんだが、この資料館の展示方法ではないだろうか。資料館はまず、心を清める

ための静かな空間から始まった。そこには、静かにたたずむ数名の証言者がスクリーンに映

し出されていた。言葉は何もなく、ただ立っているだけであったが、そこには無言の強い訴

えがあるように感じた。中に入っていくと、「災害」「戦争」「人道」の３つのブースに分か

れていた。各ブースで証言者の話を聞く事ができることができるようになっており、証言者

の手を触れて耳を傾ける。スクリーン越しではあったが、目の前に座って手を合わせ語り始

めるスタイルは、まるで本人と話しているような感覚となり、二人だけでいるリアルな空間

がそこにはあった。赤十字の資料館には第二次世界大戦で実際に用いられていた当時の膨

大な資料があった。その膨大な資料は、戦争で行方が分からなくなった人々の身元や現状況

の報告が書かれているメモ帳ほどの大きさの用紙が図書館の本棚のように幾重にも重なっ

て１つの壁のようになっていた。その１枚 1 枚に安否が記されている事を知り、当時何人

もの数えきれないほどの人々がその紙を目にして涙を流した事であろうと思うと、その資

料の壁は私たちに戦争の恐ろしさを語りかけてきているように感じた。赤十字の資料館は

博物館としては素晴らしいものであったが、１つだけ批判するのであればそれは赤十字の

「未来」が見えないことであると考える。これまでの実績は十分に理解することはできたが、

これから先の未来では気候変動が大きなポイントなってくる事は、防災会議がある通り明

らかであろう。その中で赤十字はどのように動くのだろうか、また、どのような役割を果た

せるのだろうか。資料館を見終えて「未来×赤十字」と言う点に関心を持った。 
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RET 講義《午前：ケーススタディー, 午後：RET の理念》 

増田 京美 

 

概要 

RET は 2000 年、元難民高等弁務官緒方貞子氏の提唱で、UNHCR とは独立した組織とし

て設立された難民支援組織である。緊急事態下に置かれた若者の中・高等教育に焦点を当て

た支援を行っている。本部をスイスのジュネーブに置き、世界中にネットワークを持つ。 

所感 

午前のワークショップを通して、法的に難民と定められた人々以外にも庇護希望者や国

内避難民、帰還民といったカテゴリーが存在し、さらにはその中の一人ひとりによって事情

はまったく違うことに改めて気づかされた。つまり法的な枠組みと実際のニーズにはギャ

ップがある場合も多く、細かな状況を知った上で支援を行っていく必要があるということ

である。また、難民は passive な人々でも、victim でもないという言葉が心に響いた。よっ

て難民問題は感情的でなく、理性的に解決するべきものであり、難民を国家再建のための重

要な人材として捉えなければならない。こうして今回、難民の定義や様々なケースを学ぶ重

要性を理解することができた。今後 SHRET が高校で出張授業を行うにあたり、大きなヒン

トを得たように思う。 

 

午後の講義では、私達がかつて考えていたものとは全く違った RET の真の理念を知るこ

とができた。「教育を通して若者を保護する」という RET のマンデートは、私達の「教育と

は開発支援のツールである」というイメージを壊す、革新的なものに思えた。 

人道支援と開発支援の間にはっきりとした境界は存在せず、お互いに切っても切れない

関係である。緊急事態下で人道支援を要するのは若者であり、将来的に開発の中枢を担うの

も彼らであることから、RET は若者に焦点を当てている。そしてこの 2 つの要素の間に教

育というツールを用いて橋をかけるというアイディアは RET ならではである。 

では、以上のロジックを踏まえて、「教育を用いて若者を保護する」とはどういうことだ

ろうか。今回の講義を通し、決して若者に中高等教育を施すだけではないことが分かった。

彼らが教育を受けるには、安全な環境や周囲の理解が必要不可欠であり、そのためにはコミ

ュニティを巻き込んだ支援が求められる。コミュニティを対象とした支援の軸は非常に地

道な意識改革であり、RET のこうした姿勢に感銘を受けた。このホリスティックアプロー

チによってこそ、人道及び開発支援下での若者の武力や薬の危険性からの保護や将来的自

立の促進が可能になるのだろう。 
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RET 講義《RET の具体的なプロジェクト、災害と難民》 

小林 優子 

 

所感 

この日の講義では、前日の RET の理念についてのお話を伺った上での具体的なプロジェ

クトについての紹介があった。特に印象的だったのは、地域ごとの多角的で柔軟なプロジェ

クト内容だ。難民と一言に言っても一人一人の事情が全く異なり、同じ状況が一つもないこ

とから当然地域の数だけ問題がある。途上国支援で最も重要なことは相手のニーズを理解

することである。相手の細かい状況や文化、価値観などを十分理解したうえで相手にとって

何が一番必要なのかということを考えなければならない。先進国の“当たり前”が必ずしも彼

らの“当たり前”ではないため、こちらの価値観を押し付けるだけの援助は支援側のただのエ

ゴになってしまうのだ。RET は地域ごとの紛争の経緯や背景を分析し、地域によって支援

の内容を柔軟に変容させている。例えば、女性への教育支援一つをとっても、本人だけでな

くその家族の意見や生活事情も視野に入れ、理解を得るなど様々な角度からとらえた多角

的な支援を行っている。事前のリサーチでは、RET は若者への教育支援を行う団体である

と思い込んでいたが、RET の目的は若者への教育がゴールではなく若者を“protect”するこ

とがゴールなのだ。 

 

私は三月中旬の仙台防災会議のサイドイベントに出させていただくことが決まっていた

のと、今まで難民は紛争によって発生するものであると考えていたということがあったた

め、このトピックについては個人的にとても興味があった。時間の制約もあり、あまり詳し

くお聞きすることはできなかったが、今回この講義を受けて感じたことは災害難民の問題

がここまで大きいのにもかかわらずあまり問題視されていないということだ。事前のリサ

ーチでも災害難民についてはネット上の情報がとても乏しく、その実態をつかむことは難

しかった。国は難民に対して悪条件の土地しか提供できないことや難民自身に災害の知識

がないことから、彼らは特に被害に遭いやすい。また、災害難民となり逃れた先が紛争地帯

で二度逃げなければならなくなったという例も数多くある。災害に脆弱な彼らをこの悪循

環から救い出すにはまず、私達が災害難民についてもっと認識するべきであると思う。さら

に、難民と聞くと自分とは無関係のように感じてしまうが、災害によって故郷を逃れなけれ

ばならなくなった方は日本にもいるという事実もあることから決して他人事ではないとい

うことを覚えておかなければならない。 
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國井 修先生《世界エイズ・結核・マラリア対策基金》 

古川 幹子 

 

プロフィール 

世界エイズ・結核・マラリア対策基金（通称「グローバルファンド」The Global Fund）

戦略・投資・効果局長。1988 年自治医科大学卒業、公衆衛生学修士（ハーバード大学）、医

学博士（東京大学）。内科医として勤務しながら国際緊急援助 NGO の副代表として、ソマ

リア、カンボジア、バングラデシュなどの緊急医療援助に従事。国立国際医療センター、東

京大学、外務省、長崎大学、UNICEF ニューヨーク本部、同ミャンマー事務所、同ソマリア

支援センターなどを経て現職。これまで、110 カ国以上で緊急援助、開発事業、調査研究、

教育に関わった。 

所感 

彼は、「人間の尊厳を守る」体現者である。多大な医療的知識をもとに、グローバルファ

ンドの活動として私達の想像をはるかに超えた戦略を打ち出されている。 

人は伝統を非常に重んじる。それは宗教的な慣例も間違いなく入る上、文化がそれを物語

る。伝統を汚すという行為は世界でも非常に許されざる行為である。ただそれらはみな自分

の伝統を語る上での文句であり、他者への配慮は皆無であることが多い。多くの人間は相手

の伝統よりも自分の常識を当てつけてしまう傾向にある。相手の伝統や文化を重んじるこ

とは何をする上でも、つまり人を善意で救うためにも実に重要なことである。「現場の伝統

を大切にしながら、医者として医学的に正当な解決策を見出す」と仰っていたのは忘れがた

い。國井先生は医者として、知識を持つ者として、その使命を世界で果たしていらっしゃる。

決まった治療法やそれに準じた医療手当に慣れた私たちの『伝統』が完全に打ち砕かれた瞬

間である。「自分の価値観はだいたい世界基準とはずれている」。世界で活躍する人間はこれ

をよく理解している。 

國井先生はいつもまっすぐ前だけを向いている。先生は、学生としての私達へ強いメッセ

ージを残された。周りと自分を比べるというその時間さえもったいない、ただがむしゃらに

一生懸命自分の最大限の努力をする。これが私の人生すべてを表しているのだと。 

ここ数日は、大学生組織の代表を担う者としての責任や義務感に大いに悩まされていた

が、そのようなこともすっかり忘れてしまうほどに先生のお話は興味深く、また今の私の心

に響くものであった。「目の前のことを 120％の心持ちでやる」。これは本来の自分を取り戻

すための大切なお言葉となった。食事会終了後に代表として先生へお礼のご連絡を差し上

げたところ、お忙しい中すぐにお返事をくださり、そして激励してくださった。先生の大き

なお心こそが、世界中の人々と繋がっているファクターだと改めて確信した。 
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栗山 智帆氏《IOM インターン》 

 松本 奈菜 

 

プロフィール 

大阪大学人間科学部人間科学科グローバル人間学科目を 2014 年に卒業し、大学院で国際

公共政策研究科を専攻。難民、移民について学び、特に外国人の人権保護について疑問と興

味を持っている。現在１月からインターンとして IOM（国際移住機関）で働き、2015 年３

月末に帰国の予定である。 

所感 

今回、栗山さんからご自身の体験談を聞き、国際機関で働くことの難しさや苦労、現実を

知ることが出来ました。一番驚いたことは、ステータス重視で国際機関に働く方がいると栗

山さん自身が現場で感じたことです。私も栗山さんが思っていたように、難民の人を助けた

い！どう支援したらいいのか、と強い思いから働いている方が多いと思っていました。実際

に現場で働いて見えてくるギャップを知ることも新鮮でした。 

私が栗山さんを通して感じたことは、全ては自分の努力次第であること、自ら進んで道を

作っていかなければ何も始まらないということです。今回、栗山さんがインターンとして

IOM に来るまでも、インターンに行くための授業を履修し勉強し、大学におけるインター

ンシステムを利用しても難しく、そこで諦めずに IOM と関係を持つ先生や日本の IOM 事務

所で働いている方、国際機関で働く方とコンタクトをとり IOM に来ることが出来たと聞き

ました。長い目であきらめずに見る事、進んでコンタクトをとる事、自分がやりたいと思っ

た事は途中で投げ出してはいけない事が大切だと思いました。 

また、日本人が国際機関で働くのにネックとなっている英語力をどう習得したら良いか

と質問をしたところ、「自分の中で壁を作らない」と答えてくださいました。Reading や

Writing は前提であっても、コミュニケーションとしての Speaking 力はできないと決めつ

けず、ためらわないで使っていくことが重要であるとアドバイスして下さりました。今回の

スタディツアーに参加して、英語でのレクチャーなどが多かったことから、私にとって英語

の壁が大きな課題となっていました。栗山さんからお話を聞いて、その壁を壊す勇気、道具

を受け取ることが出来たと思います。今から英語をしっかり勉強し、英語でコミュニケーシ

ョンをとる時に、壁を壊して勇気をもって、沢山話していきたいと思いました。Here and 

now を大切に、夢を追いかけていきたいです。 
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黒岩 揺光氏《UNHCR》 

                         山中 咲美里 

 

プロフィール 

1987 年、新潟県に生まれる。2010 年～2012 年末まで NGO ライフラインに所属しアフ

リカのダダ―ブ難民キャンプの七輪工場で工場長を務める。アゼルバイジャンで主夫を経

験し、現在は UNHCR 職員としてジュネーブで働いている。著書に『国境に宿る魂』、『ぼく

は、七輪でみんなをハッピーにしたい！』などがある。 

所感 

「僕は七輪で世界をハッピーにしたい」こんなにも興味を惹くタイトルを持つ本を私は

今までに見たことが無かった。そしてこの本の著者である黒岩さんもやはり面白い方だっ

た。そもそも私が今まで国連職員の方に対して持っていたイメージは、いつでも難しい言葉

使って議論していらっしゃるという姿。しかし黒岩さんはお会いした時からフランクでと

ても話しやすい方だった。そしてそんな黒岩さんの考え方は私にとってとても斬新なもの

で、気付けば黒岩さんのお話に釘付けになっていた。お話の中で１番印象に残ったのは、「難

民が難民を助ける」というフレーズ。いつまでもただ食糧を配っていれば良いというもので

はない、ということである。この考え方は私に大きな衝撃を与えた。 

日本のテレビで放映される国際機関の宣伝を見ると、途上国に住む方々が今日を生き延

びることに精一杯な姿の映像を見ることができる。それだけを見て私はいつしか「先進国の

私たちが保護して手とり足とり教えてあげるべきだ」と思っていた。しかしそれはただの傲

慢で押しつけがましい考えに過ぎなかった。黒岩さんのお話によると、都市化したダダ―ブ

難民キャンプでは難民が働き 5,000 件のビジネスが行われているらしい。そんな中先進国

がニーズも考えず“支援物資”として送りつけたものはかえって難民から仕事を奪うことに

なることは国際機関に勤めるような方であれば想定できるだろう。しかしそんなニーズを

考えない支援が現に行われているのだそうだ。国際機関で働いている、というだけで中身も

検証されずに褒められる、というが、これは本当に問題なのではないだろうか。支援機関が

すべて無くなる時、本当の平和がやってきたと言えるのではないか、黒岩さんはそうおっし

ゃっていた。現在 UNHCR で働いていらっしゃる黒岩さんの口から出たきたその言葉には

とても重みがあり、私は支援機関で働いていらっしゃるすべての職員の方がそのようなお

考えを持っていらっしゃればもっと“平和になった日”は近付くのではないか、とも思った。

今回は、私が今まで持っていた国際協力に対する概念を変える、貴重な時間だった。黒岩さ

んに感謝したい。 
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荒木 亜礼譜氏《JICA・UNHCR》 

髙橋 美桜 

 

プロフィール 

2013－    JICA と UNHCR によるパートナーシップ協定の一環である人事交流により

UNHCR に派遣。荒木氏で 5 回目の JICA からの派遣となる。人道支援と開

発支援を近づけていくことを目的としている。 

2011～2013  中東・欧州部 欧州課 主任調査役  

2008～2011  九州国際センター 総務課 主任調査役  

2006～2008  チュニジア事務所 

 所感 

荒木さんのお話から難民問題の最終的な解決とは一体何なのかと考えさせられた。特に

難民問題は人道問題として支援していくだけでは不十分であり、初期段階から開発と結び

つけていく必要があると知った。しかし、資金は限られており、支援を受ける国もある中で

全く見向きもされず支援を受けることができない国もあるのだ。ODA の内訳を見てみると、

世界の ODA14 兆円のうち国際機関にまわってくる資金は全体の 3 割のみ。残りの 7 割は政

府間でのやり取りになる。政府間で資金の使い道を決めると、自国民のために使う国がほと

んどで他国から逃れてきた難民に使われることはほとんど無いようだ。ODA が外交ツール

であることは理解できるが、それでは本当に必要な援助はできないのではと思った。そのた

めに、UNHCR などの国際機関が中心となって難民支援をしなければならないのだが、すべ

ての難民をカバーするのは難しいようだ。特に難民キャンプ外で暮らす難民、特に都市難民

などは国際機関の支援や保護を受けにくい。やっとの思いで他国へ逃れてきたのにも関わ

らず、学校や病院に通えず、不法滞在となる可能性もあるのならば、新しい場所での生活は

より厳しいものになってしまうだろう。難民受け入れ国、難民、国際機関また ODA の拠出

国それぞれの立場があり、難民問題解決のためにはその時、その場所にあった支援策がなけ

ればならないと思った。 

また、JICA と UNHCR 両機関で仕事をされてきた荒木さんのおっしゃる 2 つの機関間に

あるギャップがまさに人道支援と開発援助のギャップにも影響していると思った。JICA は

支援に対して長期的な見方をする一方で UNHCR は短期的な見方をする傾向にあるようだ。

長期化する難民問題は人道支援から開発援助へ移るタイミングも重要であると思うが、難

民の自立のためにそして目の前にある日々の生活だけでなく将来の見通しが立てられるよ

うな支援が必要だと思った。JICA と UNHCR の連携は難民自身が新しい生活を構築してい

くために重要な役割を担っていることを実感した。 
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荒川 奈緒子氏《元 INEE》 

鴨下 綾花 

プロフィール・所感 

 荒川さんはこのスタディーツアーでお話を伺うときまで「仕事がなかった日は１日もな

かった。」とおっしゃっていた。ICU 卒業者で、JICS・UNESCO・UNICEF・外務省等での勤

務経験があるだけでなく、東ティモールへ赴任されていた経験、また、一度職に就いてから

サセックス大学へ留学した経歴をお持ちだ。さらに、緊急時における教育分野での国際協力

の専門家として INEE(International Network for Education in Emergency)での経験もあり、

教育の視点からの開発問題に取り組んでいる。 

INEE は、誰でも会員になることができる国際ネットワークである。 

 荒川さんが INEE の説明で話した言葉。「Hat をおろす」 

 私たちは所属している団体や機関があるからこそ、それらに守られていることもあれば、その

帽子に活動を制限されてしまうこともある。ましてや帽子のためにやっていることもあるだろ

う。しかし INEE というネットワークでは、この言葉の通り、自分の所属している組織の Hat を

おろして活動することが決められている。INEE には枠に縛られないからこそ見えてくること、

出来ることがあると感じた傍ら、教育の二面性についてのレクチャーでも考えさせられるもの

ばかりであった。 

 教育のネガティブの面は、偏見を作り出し紛争を助長してしまうことだ。紛争時において、政

府の力が及んでいる証拠や平和の象徴となる学校や保健施設が攻撃の対象になりやすいことと

リンクさせると、教育はネガティブなサイクルを生む可能性があり、時に、非常に怖いものにな

りうる。この一面を考えると教育は一見ネガティブに感じるが、一方で平等・国際理解を作り出

し、経済発展・平和を導くポジティブな面も持っている。今回これらは複雑な関係にあると聞い

たが、もしかしたら紙一重の存在なのかもしれない。 

 今回、荒川さんのレクチャーを通じて、常に持ち続けようと決めた２つの視点がある。意図せ

ずに発生してくるものへの視点と、多面的に物事を見る目である。これらは、学問においても、

将来仕事に携わる上でも、大切な視点であるはずだ。ポジティブな面だけでなく、ネガティブな

要素を充分に認識することの重要性は、彼女の話を聞いたからこそ受け取ったことである。 

 多彩なキャリアパスを持った彼女は、目の前のことに忠実に向き合い、常に学ぶ姿勢を持ち続

けている魅力的な女性だ。たった１週間のスタディーツアーのために、レクチャーや資料だけで

なく見えないところで動いてくださった荒川さんに感謝の気持ちを表したい。 
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国連欧州本部 

中谷 美結 

概要 

現在ニューヨークにある国連本部ができる前の本部。現在は国連欧州本部として機能し

ている。事務局、総会、安全保障理事会、経済社会理事会、信託統治理事会、国際司法裁判

所の６つに主に分けられる。世界にある事務局の中で最も職員が多く、９５００人が働いて

いる。事務局の仕事としては、平和維持活動の管理、国際紛争の調停、人道的救援計画、調

査や研究報告の制作、国際協定の土台作りまで多岐にわたってある。そして、世界のアート

が集まる場所としても有名である。 

所感 

ジュネーブ市内でもひときわ際立って存在感のある外見に衝撃を受けた。大きな建物の

上部に「国連欧州本部」、と大きく文字が掲げられており、その前に百を超える国の国旗が

門に向って真っすぐに整列されている。写真で見た時の何倍もの迫力だ。その正面の門から

左側にしばらく歩いていくと、入口があらわれ、そこから手荷物検査、パスポートのチェッ

クをうけ、入館。厳重な警備をぬけ、本館館内に移ったところで、館内を紹介してくれるツ

アーが始まるのだが、そこで知った様々なアイディアに感銘を受けることになる。 

 まずは会議室の数の多さだ。一つの大きなメイン会議室があるわけではない。たくさんの

会議室はどれも大きく、また一つ一つ全く別の雰囲気を醸し出している。その雰囲気の違い

は椅子の色、部屋の形が出しているのではなく、会議室全体を覆うように展示されているア

ートの力であろう。例えば、２つ目に見た会議室の天井は全体が青のスプレーで色づけされ

ており、無数の大小さまざまな突起が垂れ下がっている。そしてその凹凸にはまた別の色の

スプレーがかけられており、まるで色とりどりの山がさかさまになってぶら下がっている

ようだ。鍾乳洞の中で会議をしているように感じさせるこの天井は、実は見る場所によって

全く違う印象を受ける。私が見た角度からは、水色のベースに黄色や赤などの色がまじりあ

っていて暖かい印象だが、反対から見ると真っ青に見え冷たい印象である。これが意味する

ことは、同じ世界でも見る角度によって全く違うということだ。同じ議題の会議をしていて

も、各国で感じること、各国の価値観は全く違うという意味が込められている。会議をする

上で重要なことをアートが知らせてくれるのである。また、別の会議室では壁全体に戦争の

悲惨さを物語る絵が描かれている。その絵は会議室全体に何かを訴えかけているように感

じ取られる。ここに集まる一人一人に、世界を動かす影響力があることの責任感が重くのし

かかるであろう。言葉が動かせないものを、アートは動かしてしまえるのだと、しきりに感

心した。 

また、廊下にも工夫がほどこされている。ある廊下は、床、壁、飾りなどが世界中の様々
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な石でできている。天井の高いその廊下を歩くと、靴のコツコツという音が全体に響き渡る

のだが、これは、会議を終えた職員がここを通ったとき、自分の歩みが世界に響いていると

思えるためだそう。私も自分の足音が響く音を聞き、この世界に住んでいる人の一員でいる

責任感を感じた。 

 国連、それは私達からしたらまだまだ雲の上の存在だ。だからといって、その優秀な方々

だけに責任がのしかかっているのではない。まだ何者でもない私たち若者がなにを感じ、な

にを学んでいけるか、ここに若者としての大きな役割があると、私は感じた。 
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SHRET スタディー・ツアー同行記 

       聖心女子大学国際交流学科教授 仲居宏二 

 

 聖心女子大学の教員として初めて海外のスタディー・ツアーにご一緒させていただきま

した。永田先生（教育）が顧問をされている SHRET の学生１０名（うち２名は姉妹校か

らこの４月に聖心女子大学に進学する高校生も含まれていました）とスイス、ジュネーブへ

一週間のまさに“スタディー”・ツアーでした。 

 

 SHRET は長い間難民支援に関わってきた学生サークル、参加者も問題意識が高い学生ば

かりです。今回は、当初の目的から変更はありましたが、RET の本部があるジュネーブ一

か所で RET はじめ様々な国際機関を訪問、見学、視察と言うフォーカスがきわめてキッチ

リと合わせられたツアーでした。 

 事前学習（２時間×３回）から僕は参加させてもらいましたが、国際交流学科で講義やゼ

ミをしてきた経験から、また前職の体験も踏まえていくつか留意事項をお話ししてきまし

た。 

 その一つは『事実について良く知ること』、また『なぜ難民が生ずるのか』と言う難民の

原因（病気に例えるならば病原を知るということ）に思いを馳せることが学生として大切な

アプローチではないか、と言い続けてきました。 

 難民支援は人間としての“運動論”です。不幸な人をどうしたら救えるか、助けられるかと

言う崇高な意識や感情が原点です。おそらく SHRET もこれまで多くの活動を通して、立派

にその役割を演じてきたし、内外から高く評価されていることは承知しています。しかし、

今回は RET はじめ、様々な方々や機関を訪問したことによって、改めて自分たちの思いと

現実に起こっていることのギャップを感じ取ったのだと思います。いわば“難民問題とは実

に複雑系だ”と言うことではないかと言うことです。 

 いま掲げている『難民にも当たり前の教育、中等教育を受ける権利がある。それをどのよ

うに支援すべきかは大きなテーマだ』、疑いようのない課題です。今回国際機関や現場で活

動している人たちの話にもありましたが、教育を掲げることは圧倒的に善であり正当なモ

ノです。住むところを追われ、厳しい環境で何ら権利の享受を受けていない人に心を寄せる

ことは原点です。その実情も沢山伺うこともできました。さらにそのような願いが必ずしも

全うできていないことも知ることができました。 

 日本の役割、世界が差し伸べる手、新たに孕んでいる課題、こうしたことに関心と方策を

求めることこそ、学生としての本分と思いました。僕も一研究者として、これまで現場や関

係者への取材などを通して得てきたことを、もう一度“原点復帰”すべきだと学びました。具

体的に言えば、歴史的な認識やその土地の地理的、地政学的、さらに“民族的”な世界を知る

ことを深めること、現象という水面上の問題と水面下に隠れている実相、その洞察を通して
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日本人としてのスタンス、ユニバーサルな価値を創造することではないかと、改めて思いま

した。 

 素晴らしい人たちが国籍を超えて活動している姿はよくわかりました。敬服します。 

 学生のために密度の濃いレクチャーやプレゼンテーションをしていただいた方々に感謝

しています。 

 そして特筆大書したいことは、聖心生の“国際感覚”（英語力、質問力、マナー、立ち居振

る舞いなど）こそが聖心スピリットと改めて思いました。充実したツアー、ありがとうござ

いました。 
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学生による学生のための内発的啓蒙 

聖心女子大学 SHRET２年 古川幹子 

 

１８～２０歳の仲間達が、本気を出す瞬間を見た。 

本気を出すというのは、持てる能力を振り絞ることである。これは言葉にすると簡単で

あるように感じられるが決して容易なことではない。準備期間を含めこの数か月、メンバ

ー全員が若者ならではのパッションと根性とを最大限に発揮し、本当に素晴らしいスタデ

ィーツアーとなった、こう胸を張って言うことが出来る。 

 大学生という生き物はだれる習性にある。しかしこの度私達はそのような「殻」を、完

全に突き破ったと断言する。事前勉強会では正直今までで一番勉強した瞬間なのではと錯

覚する程に密度濃く学び、また現地では事前勉強会だけでは追いつかない知識量を蓄え、

深めた。これはメンバーが社会に旋風を巻き起こす絶好のチャンスなのではないか。 

 様々な国際機関を巡る中で、「開発」と「人道」が完全に分かれることは結果的に支援

の非効率さに繋がることを学んだ。たしかに支援する側は「開発」と「人道」を分けた方

が双方に特化しやりやすい。ただ私がそこで強く感じたのは、キャリアとして存在する

「国際機関」の存在である。ひとつのステータスとしての確立されている国際機関は、そ

もそも支援することによって成り立つ機関であり、職であり、そこには大きな矛盾がある

ことは自明の理である。大切なキーワードとなるのはそこで働く人々の意識である。それ

らの距離を埋めようとする取り組みは既に、JICA と UNHCR が互いの人材を派遣すると

いう制度をもって為されている。私達がスタディーツアーでお会いした方々は、JICA から

UNHCR へ出向しているという方ももちろん含め、正しい判断力とパッションをお持ちの

素晴らしい方ばかりであった。しかし、IOM インターンをされている栗山さんのお話によ

ると、やはり現地で働く人が皆一様にそう意識の高い人で構成されているわけではないと

のことである。 

 この状況を私達学生はどう捉えればいいのだろうか。それは未来を担う私達に、さらに

言えば SHRET に託された大きな課題である。私達は若者の習性をよく知っている。言い

換えれば私達の同世代層への影響力は、NGO や NPO、あらゆる国際機関よりも大きい。

殻を突き破ったその先に見える希望を確固として知った私達が、同世代層へ働きかけると

いう実現可能性の大きさは図りし得ない。私は学生として、SHRET の代表として、難民

問題と真摯に向き合うことのできる人材を内々から増やしたい。先述したような悲しい現

実を少しでも変えるためには、私達学生の意識から高めていかねばならないと確信してい

る。抽象的にはなるが、学生が学生のためにすることは何よりも大きな糧となるはずであ

る。 

多くの方々のご尽力により実現したこのスタディーツアーを糧に、これから SHRET と

して動くことひとつひとつの意義を、学内外に向けて明確化したい。 
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RET の活動から見えた SHRET の展望 

 聖心女子大学 SHRET2 年 髙橋美桜 

                            

今回のスタディツアーは短い滞在期間だったが、広い視点から難民問題を捉えることが

できた。毎日新しい人、もの、学び、気づきに出会い、SHRET としてまた自分自身がこれ

から何をしていくべきなのか改めて考えさせられた。 

私の中で一番印象的だったことは、やはり RET 本部に訪問しレクチャーをしていただい

たことである。SHRET の団体説明をする際に必ず RET のことを説明するが、今まで RET

に対しての知識は限られたものだった。RET の理念を知ることで今まで漠然としていた教

育の意味や教育の持つ力に、より関心を持つことができた。教育は生きていく上で重要なツ

ールであり、将来のある若者が社会を変える担い手になっていくためにも日々の人とのか

かわりの中で学ぶことこそがその人の成長につながるのである。どんな状況下にあっても

若者の可能性を広げていく支援や教育が必要だと感じた。そして、RET をはじめとした様々

な方々の現場の声を聞くことで現場の職員たちがいかに相手に合った支援をするために地

道な説得や指導をしているかが分かった。日本政府代表部の嘉治美佐子大使は「人道支援機

関は問題解決のためでなく、悲しみや苦しみを和らげるために相手に寄り添いながら働い

ている」とおっしゃっていた。問題解決が一番大切なのかと思っていたが、相手のことをま

ず一番に考えて、対話をしながら少しずつ相手に変化をもたらすことが最終的な解決につ

ながると思う。相手がどんな援助を望んでいるのか、物事の表面的には見えていない奥を見

るためには、相手に寄り添うことが大切であると感じた。 

また、代替わりをしてからいつも同学年で SHRET として何ができるのか考えていたのだ

が、なかなかまとまらずにいた。SHRET らしくも新しい活動をしたいと思う一方で今の活

動をどうしていくべきなのかも悩んでいた。今回のスタディツアーを通して、自分たちの活

動を見つめ直すきっかけにもなったが、同時に現在の活動を継続していく大切さも感じた。

今回のレクチャーから得たことはこれからの活動にプラスに働くと思う。私たちが目指す

ところをしっかりと決めてそれに向かって学生だからできることを RET との関わりを深め

ながら実行に移していきたい。世界で活躍されている方々に共通するのは自分の信念を持

ち続けていらっしゃることである。どの場所に居てもベストを尽くせるのは自分の中に軸

があるからだと思う。軸がしっかりしていればやりたいこと、やるべきことは見えてくるは

ずだ。國井修先生のおっしゃっていた「チャンスは常に自分の周りにある、それをチャンス

と見ているかどうか」いうことをこれからも胸に留めておきたい。RET の活動から若者の

持つ可能性を実感したからだろうか、私たち学生の時間は限られているが、今なら自分たち

のやりたいことができる気がしている。様々な方の生き方も知ることができ、これからの自

分の将来を考える上でも大きな助けとなりそうだ。 
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スタディツアーを振り返って 

聖心女子大学 SHRET２年 髙橋海奏 

 

今回、スタディツアーに参加するにあたって「学生×自分」「将来×自分」この２つを考

察する事を目標として参加した。毎日大学と言う学び舎で教授が話す事を聞き、テストを受

け、記録を取る事が今までの私の正直な大学生活のイメージだったと言えるだろう。私には、

物心がついた時から「私の知らない世界」で働きたいという夢があった。漠然とした夢だけ

を持ち、今まで受け身の生活を送っていた。受け身のみの人生ではあったがその中でも幼い

頃からの夢は持ち続けたためか、これまでチャンスを多くの人に与えていただいた。そして

今回、このスタディツアーは私にとって最も大きなチャンスだったと今振り返り確信する。 

まず、「学生×自分」について今回スタディツアーを通して感じた事。それは、学生は学

びに関して「現場主義」に貪欲であらなければいけないと言うことである。私は大学に入学

してから約２年間、様々な授業を受けてきた。しかし、私は、教室内での限られた中での学

びに満足しており、その中にはリアルの欠片もないのにも関わらず、それこそが学びの全て

であると思い込んでいた。学びとは知識を身につけるだけではなく、現実と自分の知識をク

ロスさせる。知識を知恵としてとして活用する時、初めて歯車が回るのだと今回の研修を通

して感じた。学生は限られた場所で学ぶのではなく、多くの事を自分の目で見ること、多く

を感じることで自分の知識とクロスさせ消化する事が大切なのだと思った。 

次に、「将来×自分」についてだが冒頭で話した通り私の将来の夢は「私の知らない世界」

で働く事である。「私の知らない世界」と言うのは具体的には、私の価値観が通用しない場

所である。大学１年生のときに縁あってフィリピンを訪れた時、私は生きる事の難しさや、

社会への矛盾を感じた。そしてフィリピンでの経験は、将来の方向性を決めるきっかけとな

った。ジュネーブでの研修中では多くの方と出会い多くのキャリアについてお聞きする事

ができたため、この研修は、将来に迷っていた私にとって一つの光となり、今の自分が何を

するべきなのか見えてきた。これからは、将来への土台を固めていきたい。 

最後にジュネーブでの研修を総括する。今の私には置かれている場所としっかりと向き

合う事が大切なのではないかと感じた。私は、学生とは社会的に見て多くのものに守られて

おり、一見弱い立場にいるものだと思っていた。しかし、それは間違いであり学生と言う言

葉の向こう側には無限の数と無限の距離の道がある。従って、学生は社会の大きな力となる

のだと考えた。今の私は、親や恩師、頼もしい友人のおかげで立派な車に乗っている。そし

て今回は、ジュネーブで出会った人生の先輩方によって道を造っていただいた。その事に深

く感謝し、次は私が後者のために道が分かるよう街灯を建てることがあらゆるメッセージ

の裏に託された先輩方の想いだと感じた。 
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ジュネーブスタディーツアーを終えて 

聖心女子大学 SHRET１年 田中美桜 

 

この度 SHRET スタディーツアーに参加し、足を踏み入れることが夢のような地で、素晴

らしい方々にお会いし、多くのレクチャーを受けさせていただくことができた。たくさんの

方々のご協力を持ってできたことだと感謝している。 

SHRET の名前の由来にもなっている"RET"の本部に行かせていただいた。私たちの大先

輩でおられる緒方貞子さんが、支援地域の若者に対する中高等教育が疎かになってしまっ

ている現状に目をつけ、作られた RET と呼ばれる団体。そのことからも、RET は若者のた

めに｢教育｣を提供している団体だと認識していた。だが今回のレクチャーを受け、教育は

“ツール”であることを知った。教育を通して脆弱な状況下の若者たちを守ることを目的とし、

難民たちが支援を受ける立場であるだけでなく、難民たち自身がこれからの状況を変えて

いく存在になるよう支援している。難民たちの自立を支える支援を行う存在にあることは、

未来を切り開く可能性を強く生み出し、素晴らしいことだと思った。ケーススタディーでは、

実際に様々な状況下に置かれて支援を必要とする人々の実態を体験型で知ることができ、

難民という括りの中でも、それぞれ違った悩みを抱え、必要としている支援がこれほどに違

うのだと気付いた。RET の支援は私が当初考えていたよりも大変幅広かった。 

国際機関日本政府代表部を訪問させていただいた際には、嘉治大使のお話を伺うことが

でき、国際会議などで多くの国が集まる際に｢相手を respect する｣、｢相手の国のことを知

っておく｣、それらが関係を円滑にするのに大変重要だというお話をいただいた。それは、

会議の内容など事務的なことだけでなく、満遍なく準備していらっしゃるということであ

り、広い視野を持つことは支援活動をする以前に大切なことなのだと感じられた。 

 難民たちと強く関わりを持たれた経験をお持ちの黒岩氏の著書は事前に拝読させていた

だいていたが、実際にお話を伺ってみると衝撃的なものが多かった。難民キャンプの中でも

自分たちで営みを形成し自立し始めている人々というのも多くいる一方で、援助機関の介

入が悪い影響を及ぼしていることもあり、支援のあり方を改めて見つめ直す機会となった。 

 ｢今を一生懸命に生きる｣という UNHCR 荒川さんのお話、｢失敗をして得ることの大切さ

がある。だから失敗を恐れないで。｣と言ってくださった RET 赤崎さんのお言葉。どちらも

いまの私の心に深く突き刺さり、いつまでも忘れないでいようと思った。 

SHRET と大変深い関係にある RET に出向かせていただきレクチャーを受けられたこと

は本当に幸せなことだった。RET 職員の方々が真剣に問題に向き合い、必死に活動なさっ

ているのを目の当たりにし、このような団体から名前をいただいたサークルに所属でき誇

りを感じるとともに、責任を持って私たちも活動をさせて頂くべきだと刺激を受けた。

SHRET×RET。私たちが学んできたことを多くの学生に知ってもらうように努められるの

は、私たち学生の特権であると思う。その特権を活かしての活動を続けていきたい。 
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命を守る教育 

聖心女子大学 SHRET１年 中谷美結 

 

 ツアーの内容を聞いて、私はただただすごいところを訪問するんだなぁとわくわくして

いた。国連機関なんて雲の上の存在で、現実味がなかったのかもしれない。でもいざジュネ

ーブへ行き、職員の方にお会いすると、いきなり SHRET の一員として学びに来たのだと 

いう実感がわき、責任感と、期待に応えなければという緊張で固まってしまった。そんな時

職員の皆さんは気さくで、リラックスする雰囲気を作ってくれた。しかし最初のレクチャー

から、自分は精一杯予習してきたつもりだったのに、全く分かっていなかったのだと思い知

らされた。そして、価値観や新たな意見を知り、今回で私は世界が広がったと思う。私が最

初に何もわかっていなかったと打ちのめされることで逆にいい方向に働いてくれたのだろ

う。知ろうという意欲が湧き出てきた。 

 まず、「教育は壁となり、脆弱な若者を守る。」「車があっても、道を作らないと走れない。」

「国際機関も完璧ではなく、常に成長している。」「教育で子供を保護したい。」この４つが、

私が今回真っ先に知り、衝撃を受けたことだ。どれも RET でうけたレクチャーで知ったこ

とである。私は大まかな解釈として、UNHCR が難民支援をしていて、RET がそこから独立

して教育に特化している組織だと認識していたが、RET がしたいことは決して教育ではな

いと知った。教育はあくまでもツールであり、目的は子供を守ることである。教育を受ける

ために子供は学校へ行き、学校へ行けば少年兵、売春、ドラッグに巻き込まれるリスクが下

がる。また、そこから希望が生まれる。RET は食糧の代わりに希望を配っていると教えて

くれた。また、車（組織、RET）があっても、道を作らないと（それをどう導いていくかを

管理しないと）、走れない。だからＲＥＴはいつも現場で働いているスタッフ一人一人の話

を聞いて意見を参考にしているという。そうして大きな組織もどんどん変化しているのだ。

最初から完璧なのではないことを改めて理解し、大きな組織も、私たち一人一人も変わらな

いのだなと感じた。 

 今回のツアーで私は難民についてたくさんの知識を得ることができたが、それだけでは

ない。これから生きていく上で大切なこともたくさん聞くことができた。夢を実現してきた

方たちの言葉は力強く、とてもポジティブなもので、私を奮い立たせてくれるものだった。

「一点（夢）を見つめれば不安は消える。いろいろ見てしまうから怖がるのだ。そしてその

夢が自分の軸になる。」「常に実力の上をいくと大変だけど、いつも新しい世界を見ることが

できる」「冒険し、失敗するスペースをもて」などなど頑張るのは楽しいことでもあると思

わされる言葉ばかりだった。 

私たちそれぞれ感じ方は全く違うが、みんなが一つのことに意識を向け、成長でき、とて

も大きなパワーをもらうことができた。なにをするのが幸せなのかを見つけ、私たちがそれ

ぞれの道で変化を生みだす一員へと成長していきたい。 
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自分の理念とは何か 

聖心女子大学 SHRET1 年 増田京美 

 

今回、ジュネーブで多くの国際機関を訪問し、様々な方に出会ったが、その多様性に富ん

だスタディツアーに、１つの大きなテーマを付けるとしたら何になるのだろう。私は、今回

のスタディツアーにおけるあらゆるトピックの中に、「確固たる自分の理念」という共通項

を見出すことができたように思う。 

スタディツアーの初め、私達は SHRET 発足のきっかけとなった母体の RET 本部を訪問

し、二日に亘って講義を受けることができた。RET の理念は「教育を通して若者を保護す

る」である。最初私達は、「保護といえば人道支援であり、教育といえば開発支援ではない

のか？」という疑問を抱いた。しかし、実際は、人道支援と開発支援の間にははっきりとし

た境界が見えないものなのだ。例えば、緊急事態下の人道支援としての教育を要するのも若

者であり、将来的に開発に携わるのも若者である。よって RET は若者に焦点を当て、人道

支援と開発支援を繋ぐために広義の教育を施している。この RET の理念は革新的で非常に

興味深いものである。そもそも、こうした RET の理念は 2000 年の設立当初から変わらな

い。たしかに、時代によって支援対象を拡大させてはいるが、その変化自体もこの理念に沿

ったものである。「自分の軸を大切にしながら、時代のニーズを見極める。」これが RET の

もう一つの理念であり、私達が受け取るべきメッセージだったのではないだろうか。 

また、UNHCR やその他国際機関に勤める方々のもとを訪れた際も、様々な立場の方々が、

大きな組織に属しながらも、自分の中で確固たる理念を持ってキャリアパスを歩んでいる

ことがうかがえた。ケニアのダダーブ難民キャンプで、七輪工場の工場長を務めた黒岩揺光

氏のお話は、難民に対してどういった支援を行ったかというよりは、同僚や仲間としてどう

付き合ってきたのかが中心であった。難民を passive な存在として捉えるのではなく、一人

の人間として向き合い、現状の問題点を冷静に見つめる姿勢は、今までの国際協力や支援像

とは一見かけ離れたものであり、衝撃であった。さらに、グローバルファンドの國井修先生

からは危険地でのお仕事の様子についてうかがった。そのモチベーションは、大変な状況下

にあっても、課題に向き合って最大限努力すること、そうすればいつ何があっても悔いは残

らないことがモットーであることからきているそうだ。 

多様なキャリアパスを歩まれ、現在 INEE で活躍されている荒川奈緒子氏は、自身の理念

を「自分のマンデート」とあらわしていた。「マンデート」そのものの意味は、委任された

権限を指す。つまり自分のマンデートとは、自身の使命ということだと、私は解釈した。私

はこの言葉が本当に好きだ。 

私のマンデートは一体何か。まだはっきり言葉に表すことはできない。しかしそれをこれ

からの大学の学びの中で模索・確立し、将来具現化させることが私の今後の課題だろう。 
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ジュネーブスタディーツアー感想 

聖心女子大学 SHRET1 年 小林優子 

 

“私たちが望む世界は、私たち支援団体が必要とされなくなる世界です。”これは UNHCR

の職員の方の講義の中で出てきた言葉だ。これは英語の講義で、すべてを理解することは容

易ではなかったが、“No more need.”という言葉だけが強く耳に残った。“自分たちはあくま

でも支援する上で脇役であり、主役は難民である”というこの信念は、今回伺ったどの国際

機関でも共通していることであったと思う。 

 最初の二日間は SHRET の母体である RET の本部にお邪魔し、RET の設立の経緯や理念、

具体的なプロジェクトについての説明を受けた。事前学習で RET について調べてはいたが、

“難民の若者の中高等教育の達成”が彼らのゴールであると勝手に理解していたので、実際の

彼らの信念の深さに感銘を受けたのと同時に彼らの活動を完全に理解したつもりになって

いた自分を少し恥ずかしくも思った。彼らが目的としているのは中高等教育そのものでは

なく、中高等教育を通して“若者をプロテクトする”ことなのだ。そのため、若者をプロテク

トするツールとして教育の内容は多岐にわたる。RET で感じた“No more need”の理念は、

彼らの徹底した現場の分析と、柔軟で多角的なプログラム内容である。途上国支援をする際

に最も気を付けなければならないことの一つは、相手のニーズをしっかり理解することだ。

例えば教育支援では、“教育は若者にとって必要である”という考えはあくまでも先進国の価

値観であり、それを生活環境も文化も全く違う難民に押し付けることは先進国のエゴにな

り、相手の真のニーズに応えられていないことになってしまう。しかし RET は、地域ごと

にその地域に合った全く違うプログラムを行っており、さらに若者への教育がその家族の

負担とならないよう家族の目線からも問題を理解しながら様々なプログラムと併用して支

援を行っている。これは、自分たちを主役として自分たちの理想を押し付けるのではなく、

支援対象の方々を一番に考えている RET の“No more need”の精神だと感じた。 

 日本人の UNHCR 職員の黒岩さんにお話を伺った時も黒岩さんからこの精神を感じ取る

ことができた。黒岩さんはケニアのダダーブキャンプで二年以上支援を行っていた方だ。黒

岩さんの講義の中に、ある支援団体がサッカーの大会を開催した時のお話があった。その支

援団体は場所やトロフィーを用意していたが、実際はあまり人が集まらず、後日難民が自分

たちで始めた大会は大盛況だったという。黒岩さんはこのエピソードに対して、難民を支援

の中心にし、難民を主役であると考えなければならないと感じたとおっしゃっていた。黒岩

さんご自身も難民支援が自分のエゴにならないようにということを常に考えて支援をなさ

っているのだと思った。しかし同時に、国連や国際 NGO の職員全員がこのような強い信念

を持ってやっているわけではないということも学んだ。どうしても自分たちの成果やステ

ータスにこだわり、自分中心に考えてしまう人も中にはいる。その中でどれだけ自己分析を

し、自分を批判的にみられるかということが必要だと思った。 
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 このスタディーツアーでは知らない世界を少しずつ覗くことができ、自分の知らないこ

との多さに気づくことができた。重要なのはここから吸収したことをどのように活かし、次

の学びにつなげていくかである。ジュネーブからの帰りの飛行機から東京のきれいな夜景

が見え、帰ってきたという安心感と共にこのまま日本での便利な日常生活を送るうちに難

民の方たちへの思いはどんどん薄れていってしまうのではないかという焦りも覚えた。人

間は都合の悪いことからは目を背けてしまいがちだ。私たち日本人は、災害のために故郷か

ら非難し、別の場所での生活を余儀なくされている方々が日本にもいるということをしっ

かりと認識し、途上国の問題も他人事であると思わず心に留めておくべきである。このスタ

ディーツアーでの気づきや学びを大切にし、“スタディーツアーまで”ではなく“スタディー

ツアーから”難民支援や途上国支援について知識を深めていければと思った。 
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国際社会で働く方々との出会い 

聖心女子大学 SHRET１年 鴨下彩花 

 

 RET は、開発と人道に橋を架け、教育を通じて若者を守っていくというポリシーの元で

活動している。講義の中でも、印象強く残っている言葉、”Part of Solution’’ 。難民は Part 

of solution であり、決して問題視されるだけの存在ではない。つい弱者だと考えがちだが、

彼らはきちんとしたパワーを持った<主体>であり、RET は一歩引いて彼らを裏舞台で支え

る存在だ。これは RET だけでなく、UNHCR 職員の黒岩さんもおっしゃっていたことで、

感情で接しない、かつ、自分たちの立場を考えていると言える。これらがあって初めて、支

援する側と受ける側が同じ視線を持てるのだろう。こじんまりした RET オフィスには若い

人たちが少なくない。それにも関わらず、難しいことに取り組む志、目の付け所、現状を見

つめている点には驚かされることばかりであった。団体のアイデンティティは簡単に作り

上げられるものではないのに非常に高い意識を共有している。そんな RET と SHRET が互

いに顔を合わせられたことは、これからの活動をしていく上で大きな転機になったはずだ。

このようなポジティブなインパクトを受けた傍らで、多くの人にとって憧れの場である国

際機関は、完璧な立派な組織ではないことを知った。同時に、平和や人権を名に挙げて活動

している機関の取組みは本当に良いことなのか、常に考えていくべきだと実感した。 

 ジュネーブにありながら、中に入ると日本の空間である日本政府代表部。小柄で穏やかな

嘉治大使の話し方は、不思議と頭に入り込んでくる。彼女の話を通して感じたことは、国連

は役割分担が確立されている機関であるということ。枠を決めているからこそプラスなこ

ともあるが、一方で、課された範囲外のものは対応しづらい欠点がある。今起きていること

に対処することは、もちろん大切だ。しかし、根本的な解決や予防に重きを置くことも非常

に重要なはずである。その上で、教育が果たす役割は広く深い。 

 このスタディーツアーで、国際機関を身近な存在にしてくれたのが IOM インターン生の

栗山さん。「本当に人を助けたくて働いている人は少ない。」「ステータス」という現場の声

を聞いたとき、これが現実なのだと自覚した。ジュネーブでは強い志を抱いている人ばかり

にお会いしていた分、それらの人達はごく一部ということを改めて痛感する機会になった。 

 帰国した今、多くの人と出会いを思い返し、こんなにも懸命に良い方向へ動かそうとする

人がいるのに、世界はなぜ平和や平等にならないのだろう。様々な矛盾ばかりが頭に浮かぶ。

ジュネーブでは本当に沢山のものを受け取った。現地で生まれた沢山の疑問・感じたこと・

後悔はこのスタディーツアーで終わらせないで、今後の自分に繋げていきたい。私は、現地

の方々に加え、１週間共に過ごした参加メンバーからも大きな影響を受けた。大学１年生に

してこの現場を訪れたことは本当に恵まれていたのだと実感する。 

 最後に、このツアーでお世話になった先生、現地で出会った方々、参加メンバー、そして

何より参加を理解し応援してくれた家族に感謝の気持ちを表したい。 



36 

 

「知る」ことの面白さ 

不二聖心女子学院高等学校３年 山中 咲美里 

 

 「国際連合の支援は本当に有効なものであるか」１カ月前に提出したこの卒業研究がいか

に内容の薄いものであったか思い知らされる１週間だった。今回のスタディツアーで１番

印象に残ったことは難民支援に対する教育の話。支援に教育は良いー漠然とした印象しか

持っていなかったこの言葉が一気に具体化したと感じた。 

 そもそも、教育は人間の権利である、そんなことすら忘れていた。まず考えるべきは、教

育を受けさせるか否かではなく、教育を受けることが権利だと知ってもなお受けられない

理由は何かという点であると今回知った。そして考えていく上で印象に残ったのは「教育は

シェルターである」という言葉だ。学校のない地域にみられる問題の 1 つに若者が非合法

活動に手を染める、というものがある。学校に行けば、授業を受けている時間だけでもそこ

から遠ざけられるし、どうして非合法なのかも教えることができる。教育で若者を守ること

ができるのだ。そして教育のメリットは、若者にもたらす影響に留まらない。RET は若者

が難民の問題解決の鍵を握るとおっしゃっていた。若者なら、将来を見据えた長期の活動が

可能であるし、影響力があるからだ。つまり、教育は、若者だけではなく、彼らを取り巻く

環境さえも変えられる。しかし、教育は今まで有効な支援として取り上げられてこなかった。

教育はもろ刃の剣であり、結果が目に見えて分からないからだ。けれども、今挙げた理由だ

けでも教育が支援や難民問題解決に有効なことは一目瞭然ではないだろうか。最近の若者

は世界的に見ても元気が無いらしい。世界規模の問題が日々起きている中、今本当にすべき

ことは、「若者のエンパワーメント」である、と思った。 

今回のスタディツアーで、永田先生はこうおっしゃいた。「いつまでも学び続けている人

は素敵ですね。」私から見ると、すでに多くの知識を持っていらっしゃっても、常に腰が低

く、学ぶことを忘れない永田先生・仲居先生、そしていつでも真剣に楽しんで勉強なさって

いる SHRET の皆様はとても輝いて見えた。大学に通うことがさらに楽しみになるスタディ

ツアーだった。それだけでも今回の旅がいかに有意義なものであるか感じられるが、それだ

けではない。この旅は、私にたくさんの驚きと気付きをくれ、固定観念を崩してくれた。こ

んなにも面白く感動できる旅はなかなかないだろう。本当にありがとうございました。 
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One Step 

札幌聖心女子学院高等学校３年 松本 奈菜 

 

この度大学入学前に、スイスにて SHRET の皆さん、先生方とこのスタディツアーを共

にできとても嬉しかったです。当初は不安な事がたくさんあり、迷惑をかけてしまうので

はないかと悩みましたが、実際に様々な施設を訪れ、沢山の尊敬できる方々にお話を伺う

ことが出来、最終日には学ぶことの楽しさを感じることが出来ました。 

１日目に訪れた ICRC では、３つのブースを訪れました。実際に自分の目で見て、触れ

たり、聴いたりする事で何か、心の中に響くものを感じることが出来ました。特に印象に

残ったのは、尊厳の擁護のブースで、少年兵や囚人、化学兵器、捕虜のスクリーンの上に

立つ、足のオブジェクトです。人間が人権を踏みにじることを表したもので、その部屋の

周りには人権にかかわる言葉が掲げられていました。その中に“For human dignity”という

言葉があり、普段は考える機会が少なかった人権について改めて考えさせられました。 

２日目３日目は RET の本部を訪問し、難民についてのレクチャーやディスカッションを

しました。難民について知識が浅かった私でしたが、定義を皆で考えた上で、丁寧なレク

チャーを受け、難民について多くの関心を持つことが出来ました。また、今まで難民とは

現在迫害を受けている人と思っていたことが、将来的に迫害を受ける人も難民であること

を初めて知りました。Case study から、Asylum seeker、Refugee、Returnee、IDP に分

類し、難民といっても、ひと家族ごとに違い、同じケースはない事も知りました。だから

こそ、一つ一つをしっかり見て、幸せな選択をとる事が求められる重要な役割である事に

気づくことが出来ました。そして何より 2nd Education の大切さを学ぶことが出来まし

た。教育はツールであり、災害や兵、暴力などから保護するものであること、そしてそれ

は Children だけでなく Young people にも必要であること、学び続けることが大切である

ことを気づかされました。２日間を通して教育は今を助けるだけでなく、未来でもその人

を助けるものだと思いました。RET がどんな支援を行っているかを聞き、これからどうす

れば良くなるか、他人事ではなく私たちも未来を見据えていく必要があると感じました。 

４日目の日本政府代表部では嘉治大使の交渉術で相手をリスペクトすることをモットー

となさっている事やキャリアガイダンスのお話から、国際機関で働く日本人が少ない事、

山口書記官からの防災会議の取り組みなど、とても新鮮なお話を聞くことが出来ました。

また UNHCR では黒岩さんから、実際に現地で感じたこと、自身の失敗談から、現状を見

て物資支援だけでない支援の在り方を考えさせられました。 

５日目にはインターンの栗山さんからお話を聞き、「自分の中に壁を作らない」あきら

めずに努力する事、できないと決めつけない事をアドバイスして頂きました。ここに書き

尽くせないほど沢山の貴重な体験を通して、今回私は、大きな一歩を踏み出せたと思いま

す。失敗を恐れずこれからも挑戦し、考え、今を大切にしていきたいです。 
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アルバム 

1 日目 

 

国際赤十字博物館見学 

2・３日目 

 

RET 講義 

 
RET×SHRET のミーティング 

 

 

 
ルマン湖前 

 

 

 
RET 本部内でランチ 

 
RET の外庭にて 
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4 日目 

 

国際機関日本政府代表部 

 

5 日目 

 

ジュネーブ国際開発研究大学院の講義 

6 日目 

 

国連欧州本部 

 

 

 

黒岩揺光氏 

 

 

 

UNHCR 本部 

 

 

 

国際赤十字博物館上のレストランにて



振り返りの会の集約 

 

私達は毎晩、ラップアップミーティングを開いた。 

これはその日の活動を振り返り、最も印象に残ったフレーズや場所を１つ選び共有する

時間である。現地では計 4 回行われ、それぞれが振り返りのうちに思いを強め、深めた。

ここに挙げるのはそれぞれが出したキーワードである。 

 

第 1 回目 

・教育は 1 つのツール 

・広い意味での教育 

・Adapt 

・Part of solution 

・Keep a balance 

・broad sense, variety 

・No general answer 

・RET のポスター 

・夢は自分の軸になる 

・gap 

・What is Education for? 

…Stable, peaceful and prosperous society 

 

第 2 回目 

・Empowerment 

・Education is Lifesaver 

・支援の目の向けどころ 

・家族 

・知る事で知らないことが分かる 

・Social Change 

・現場主義 

・児童兵 

・自身の将来について 

・Early Intervention 予防原則 

・国際人とは 

第 3 回目 

・相手を知る、リスペクトする 

・日本は世界の一部 

・世界の中での日本の立ち位置 

・難民による活動 

・国際機関の役割：寄り添う 

・援助機関の存在 

・1 family torn apart by war is too many 

・格差 

・No more need 

・国際協力とエゴ 

・Critical friend 

 

 

第 4 回目 

・教育 

・自分の中で壁を作らない 

・自分のやりたいことを守ってやっていく 

・自分次第 

・Hat をおろす 

・情報共有 

・毎日“今”を一生懸命に 

・人生背系 

・教育の多義性 

・国際機関＝ステータス？ 

・They want education

・Social Change の裏舞台が RET 

開発の主体はあくまで難民 
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1. スタディツアーで最も印象深かったのは次のうちどれですか。 

３つだけ選んで番号を記して下さい。 

1) 赤十字博物館  2)チーズフォンデュのお店    3) RET での一連の講義 

4) 國井氏と伏見氏との会食 5) 日本政府代表部 6) UNHCR での一連の講義 

   7) ジュネーブ国際開発研究大学院 8)荒川(山口)奈緒子さんの講義 9)国連本部訪問 

10) RET 赤崎さんとの話合い  11) ふり返りの会全般  12)その他 

 

2. 次の体験したことについてそれぞれ評価してください。 

①良くなかった②あまり良くなかった③どちらともいえない④よかった⑤とてもよかった 

 

⒊ スタディーツアーで最も印象深かった体験は何でしたか。自由に記して下さい。 

 

・難民支援や支援としての教育への考え方と知識が毎日覆された事。 

・黒岩氏のお話は、実体験をありのままにお話いただき、大変心に響くもので私自身あらゆ

ることを考えた。印象に残ったのは“難民自身の力”を感じたからである。なにが難民の本

当の支援なのか。ケーススタディーでも学んだ通り、難民の数だけ支援の形があることを

実感した。 

・どこ歩いても、街が古いのに大学は最先端で、どこにでもトラムでいけるところ。また、

レクチャーしてくださった人みんな気さくだったこと！ 

・RET での講義で、RET の理念について事前学習ではとてもわからないようなお話を聞く

ことができたこと。また、SHRET と RET がつながったという実感が持てたこと。 

・最も印象深かった事は黒岩さんのお話でした。先生がお話しされた通り、黒岩さんはいい

0 1 2 3 4 5 6 7 8

(3)RETでの一連の講義

(6)UNHCRでの一連の講義

(4)國井氏と伏見氏との会食

(8)荒川(山口)奈緒子さんの講義

(5)日本政府代表部

(7)ジュネーブ国際開発研究大学院

(10)RET赤崎さんとの話合い

(11)ふり返りの会全般

(2)チーズフォンデュのお店

(12)その他

(1)赤十字博物館

(9)国連本部訪問

（n=10）（人）

0% 50% 100%

(1)赤十字博物館
(2)RET講義(付箋のワーク)

(3)RET講義(RET2015 and beyond)

(4)RET講義(RETのプロジェクト)

(5)RET話し合い(まとめ)

(6)國井氏・伏見氏のお話
(7)日本政府代表部嘉治大使の話

(8)日本政府代表部講義／政府の仕事
(9)日本政府代表部講義／国連就職

(10)日本政府代表部講義／防災会議
(11)黒岩揺光氏の話

(12)ジュネーブ国際開発研究大学院訪問
(13)UNHCRアレキサンドラ氏の話

(14)UNHCRでの荒川さんの話
(15)国連本部訪問

(n=10)（％）

1良くなかった

2あまり良くなかった

3どちらともいえない

4よかった

5とてもよかった
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意味で雑種犬であり多くの経験をもとに話していただけたのでとてもリアリティがあり

興味深かったです。 

・ホステル移動時間に現場の人の声を消化し、考えたことです。膨大な情報量で手一杯なレ

クチャー。職場の裏話が聞けた夕食会。ジュネーブでの一週間は見えるもの聞こえてくる

もの全てが新しく、本当に沢山のことを受け取りました。それをホステルに戻ってから必

死にノートに話した内容や感じたことを書き付けた時間は何よりも印象深い経験になっ

ています。 

・ほぼ毎日英語のレクチャーを受けたこと、沢山の尊敬できる方々と距離を近くに感じなが

らもお話を聞けたこと。そして、ただ聞くだけでなく、考える機会があり、自分自身の中

に学びとして残すことが出来たことです。 

・国際機関日本政府代表部に足を踏み入れたこと、そして嘉治大使に間近でお会いし、お話

することができたこと。 

・RET 本部に訪問させていただき、レクチャーを受けたこと。SHRET のことを説明する際、

必ず RET のことを説明しますが、RET の原点が見えず、SHRET としても何をすべきな

のか悩んでいました。今回、実際に RET の方をお会いすることで RET の目指すところを

再確認し、その上で SHRET の活動を見つめ直すことができました。今後の課題を明確に

することができたので、SHRET メンバー全員で RET との関わりの中で私たちに何がで

きるのか考えていきたいです。 

・実際に RET を訪れ、その信念や具体的活動を直々にうかがったことで SHRET の将来が

見えてきたことが何よりの収穫だと思う。特に RET が大切にしていること（教育で若者

を保護すること、holistic な視点でニーズを見極めること）には感銘を受けた。 

 

 

 

4. 今回のスタディツアーの企画全般について、次のうち１つに◯を付けて、お答え下さい。 

（①とても不満 ②やや不満 ③どちらとも言えない ④やや満足 ⑤とても満足） 

 

 

 

5. 今回のスタディツアーの参加費は 2 6 万円以上でした。この参加費を、実際に体験した

④やや満足

1人

⑤とても満足

9人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=10)（％）

①とても不満

②やや不満

③どちらともいえない

④やや満足

⑤とても満足



44 

 

り、学んだりした内容と照らし合わせると、どう思いますか。次のうち１つに◯を付けて下

さい。 

（①あまりにも高い ②やや高い ③どちらとも言えない ④やや安い ⑤あまりにも安い）  

 

 

 

6. 海外スタディツアーは、いくら位までであれば参加しやすいと思いますか。次のうち１

つに◯を付けて下さい。 

（①10 万円台前半 ②15 万～19 万円 ③20～25 万円 ④20 万円台後半 ⑤回答できない）  

 

 

 

7. スタディーツアーに参加して「自分は変わった」と思いますか。次のうち１つに◯を付

けて下さい。 

（①はい    ②いいえ    ③どちらとも言えない） 

 

②やや高い1人 ③どちらとも

いえない 5人
④やや安い3人

⑤あまりにも

安い1人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=10)（％）

①あまりにも高い

②やや高い

③どちらともいえない

④やや安い

⑤あまりにも安い

②15万～19万円

4人

③20万～25万円

5人

⑤回答できない

1人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=10)（％）

①10万円台前半

②15万～19万円

③20万～25万円

④20万円台後半

⑤回答できない

①はい 10人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=10)（％）

①はい

②いいえ

③どちらともいえない
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→7 で「はい」と答えた方にお聞きします。 

どのように変わったのか、具体的に記して下さい。 

・学ぶことの楽しさを今まで以上に感じた。 

・自分の弱い部分を感じ、新しい、なりたい自分を見つけた。心に響いた数々の言葉、様々

な経験が今後の自分を形成するものとなってくれると思う。 

・価値観、会社の在り方など、新しいものを知りました。考え方が変わりました。もっと前

より積極的になった。 

・インターネットや本など様々な文献はありますが、百聞は一見にしかずという言葉がある

ように実際に RET の職員の方々はどのような方なのか、どのような理念なのかというこ

とは実際に活動していらっしゃる方々から聞くのは全く違うということが分かりました。

自分がどれだけたくさんのことを知らないかということに気づくことができたと思いま

す。 

・多くの方のキャリアのお話を聞く事ができて、自分のキャリアが立てやすくなりました。

いろいろと迷っていたので、具体的な目標が見つかりました。 

・私は実力・勉強不足だと痛感しました。でも今回、部屋が一緒になった先輩を始め、多く

の友人にその日あったことの消化を手伝ってもらってもらったことで、<分からないこと

>を素直に「分からない」と言えるようになっていた自分がいました。そのときに出てき

た沢山の疑問を、質問できなかったことは反省点です。 

また、日本にいたときの自分の学ぶ姿勢を改めようと強く思いました。これは、大学の講

義や自分の関心分野だけでなく、SHRET の活動や語学の勉強も含めてです。ツアーを機

に、関心が出てきたこともあります。専攻は決まってしまったけれど、枠にとらわれず自

分が今やりたいことに手を伸ばしていこうと強く思います。 

・失敗を恐れずに物事に取り組む姿勢を見つけることが出来ました。また、沢山の方のお話

を聞いて、自分の夢は努力次第でどんな道も開けることを教えていただいた気がします。

自分の芯を曲げず意思を高く持って何事にも真摯に取り組んでいこうと思えるようにな

りました。 

・あまりに貴重な機会だったため、「この機会を無駄には出来ない」という思いからいずれ

の講義も能動的に聞いた。講義中に掘り下げたいところをいくつかリストアップし、質問

は必ずするというような習慣が自然と身についていた自分に驚いている。 

・自分のやりたいことに向かって日々行動していかなくてはならないと思うようになりま

した。今回お会いした方々が皆強い信念を持ってお仕事をなさっていたので、私も影響を

受けました。 

・以前はただ漠然と「将来国際協力に携わりたい」と考えていたが、今回様々な機関を訪れ、

多くの人に出会い話を伺ったことで、自分がその夢に向かってすべきことが明確化され

た。 
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8. スタディツアーに参加して最もよかった点について書いて下さい。 

・同じ難民を支援する立場でも様々な視点からのお話を聞く事ができ、とても参考になっ

た。又、分からない事があればその場で質問ができ、それでも分からなければ、先生方・

大学生の方が教えて下さって身についた。 

・RET をはじめ、UNHCR や国連本部等の関心の深かった場所を訪問し、レクチャーを受け

られたこと。生のお話を聞け、自分自身が体験できたのは貴重すぎる経験であったと思う。 

・前より視野が広がった。チベーションが上がり、もっとプラス思考になった。 

・実際に国際機関で働いている方々のお話を聞くことができ、現地の状況はもちろん、支援

に対する思いや私たちの将来へのアドバイスをいただけたことです。 

・様々な職種の方に出会えた事です。 

・同じ大学の仲間と現地の方々の多くが常に学ぶ姿勢を持っていたことです。 

・普段ご縁のない役職の方々とお会いして、お話を聞くうちにたくさんの刺激をもらいまし

た。自分にベースがない分、もっと学習しないといけないと意欲がわきました。見えてい

なかった世界に飛び込んで、視野が広くなったと思います。 

・ジュネーブという国際機関の集まる場所で、日本人としての需要と実際の働きぶりを確認

できたこと。私達がどうにかしなければならないという若者ならではの思いに駆られた。 

・様々な方の生き方を知ることができた点。私の周りにはいないようなキャリアの方々ばか

りだったのでこのような生き方もあるのかと将来を考える上で視野が広がりました。4 月

から 3 年生になり、将来に向けて不安なこともでてくるかと思いますが、この時期に自

分の生き方について考えるきっかけができてよかったです。 

・自分自身と、SHRET の今後を考えるきっかけを得たこと。多くの場所を訪れ、様々な方

にお会いする「多様性に富んだスタディツアー」だったからこそ叶ったことだと思う。今

回のスタディツアーはまさにこれからの人生に影響を与えるほどの大きなチャレンジで

あった。 

9. 今回のスタディツアーの改善点や今後のツアーへの要望について自由に書いて下さい。 

・特に思いつかない。 

・記録のために撮影するビデオ等の SD は、お借りするのではなく参加団体が準備し、ネッ

ト上だけでなく SD のままでも保管しておくべきだと思った。 

・もっと値段を抑えるのと、行く前つめすぎないで、ミーティングを少し多めに 

・本当にとても充実したツアーで貴重な経験ができました。ただ、会食の時はもう少し全員

が均等にお話しできればよかったかなと思います。長方形の机だと声すら聞こえないこ

とがしばしばありました。また、事前学習のために集まる機会が少し足りなかったように

感じました。 

・会食をしながらお話をうかがうというのは、ラフな雰囲気を作るというメリットもある

が、やはり声が時折届きにくかった。 

・國井先生ともお話ししたかったです。 
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・トルコの難民キャンプへ行けなかったことは非常に残念でした。また、余裕を持って準備

したかった気持ちが強いです。 

・もう少し前もって、準備に参加出来たらよかったと思います。また SHRET についても、

もっと知っておくべきでした。 

・ラップアップ mtg は（眠くならない時間にやることを前提として）さらに時間を取り、

ディスカッションをするべきであると思う。誰が何をどのような経過を辿ってどう考え

たか、ひとりひとりよく分かれば１日の復習時間の価値も高まると思う。 

・夜にゆっくりできる時間が欲しかったです。夕食が外食になってしまうと、帰宅時間が遅

くなり、ラップアップもかなり疲れた状態で参加していました。みんなでもっと分かち合

いなどをしたかったので夜のスケジュールはあまり入れない方がいいと思います。 

 

10. スタディツアーの準備と参加を通して自分の英語力やコミュニケーション力が変わっ

たと思いますか。次の該当するもの１つに◯を付けて下さい。 

（①はい    ②いいえ    ③どちらとも言えない） 

 

 

 

→10 の回答の理由について簡単に説明してください。 

※「はい」と答えた理由 

・日本語を話すことが多かったため、英語力はそこまで向上していないが、母語以外であっ

ても母語であっても進んでコミュニケーションをとっていこうとする力が以前よりかな

り向上したと感じた。 

・私は今回、自分の殻を破れなかったことが多く反省してばかりいた。だが、様々な失敗を

今後に生かせる力にできるような気がしたし、そうしたいと思ったので①を選ばせてい

ただいた。 

・私は以前まで見知らぬ外国の方に話しかけることが全くできず、海外へ行っても買い物す

ら一人ではできない状態でした。しかし今回、外国の方と話す機会がたくさんあり、スー

パーやカフェテリア、会食などでも自分からどんどん話しかけることができるようにな

りました。そして英語でうまくコミュニケーションがとれることで達成感が生まれ、話し

①はい 7人
③どちらともい

えない 3人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=10)（％）

①はい

②いいえ

③どちらともいえない
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たいと思えるまでになりました。今回のツアーで自分の英語力に少しだけですが自身を

持つことができました。 

・ボキャブラリーとリスニング力が上がったと思うので①にしました。私にとって初めて国

外で英語を使ったのがこのツアーです。チーズフォンデュ屋さんで足りないテーブルセ

ットやワインをお願いすることすら緊張したぐらいです。英語が苦手だったため、出来る

限りの単語を頭に入れジュネーブにやってきましたが、これだけでは実用的に活用でき

ないのだと現地に着いて痛感しました。レクチャーを聞く、分からなかった単語を調べる。

似たようなことは日本でやっていましたが、質が比べ物になりませんでした。ツアー後半

のレクチャーの方が分かることが増えていて嬉しかった気持ちもあります。しかし、語学

を使えなかったことが本当に残念でした。 

・短い期間でしたが、必至で聞き取ろうとメモをしたり、わからない単語をホステルに戻っ

て調べたりするうちに、ボキャブラリーも増え、リスニング力も上がったと思います。 

・元々コミュニケーション能力はあると自負しているのでそこは困らなかったが、やはり英

語については、意味は分かる分、話すことに億劫になっていた自分を今でも責める。ただ

話すことが大切だと認識した。 

・一週間で英語力が向上したわけではないが、積極的に英語を話そうとする「意欲」をさら

に持つことができたように感じる。また、短時間で話の内容や自分の意見をまとめ、すぐ

に質問をするという姿勢も少し身に着いたので、今後大切にしていきたい。 

 

※「どちらともいえない」と答えた理由 

・あんまりコミュニケーション力などは、鍛えられなかった。授業でよくディスカッション

の練習をするので。 

・研修中はあまり発言できませんでした。なぜなら、英語を話す時いつもの癖で話す前に深

く考えてしまうからです。間違っていてもいい、英語の正確さではなく、会話の手段とし

て使うという概念を持たなければいけないと思いました。 

・短期間だったので難民問題に関するキーワードなどは学べたとは思いますが、難民問題に

ついて英語で学ぶということを今までしてこなかったので、レクチャーは大変でした。 

 

11. 今回のスタディツアーをひと言（一語または１フレーズ）で言い表すと何になりますか。 

・驚きと気付きの連続 

・SHRET×RET 

・global village 

・“気づき”です。 

・「現場主義」 

・大きな背伸び！ 

・One step 
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・自己研鑽、またはその意義深さ 

・SHRET と自分自身の今後を考える旅 

・今後の自分の「在り方」を考える旅 

 

12. スタディツアーについて思うところ何でも自由に記して下さい。 

・今回は入学前に素晴らしいツアーに参加させて頂き、自分の見聞が広がったと共に勉強す

ることの楽しさを再確認する良い機会となりました。大学に入学させて頂くのがとても

楽しみです。本当にありがとうございます。 

・期待以上でした。パワーに溢れている方々ばかりで、いっぱい吸収できました！ 

・スタディツアーでは、自分が学びたいと思っていたこと以上に様々な知識やスキルが身に

着けられると思います。学生だからできること、学生だからゆるされること、学生のうち

にしかできないことはたくさんあると思うので、それをフル活用できる場だと思います。

今回思い切って挑戦して本当に良かったです。また、ラップアップの時間がとても重要だ

ということを実感しました。ラップアップの時間で得られたものは職員の方々からの講

義と同じくらい重みのあるものだと思います。スタディツアーでは必要不可欠なものだ

と思います。この貴重な体験をしっかりと今後に活かすことがこれからの最大の課題だ

と思うので、しっかりと吸収して自分のものにしていきたいと思います。今回はこのよう

な機会を作ってくださり本当にありがとうございました。二度とないような貴重な経験

でした。 

・今回の研修では、言い表せないくらいの素晴らしい出会いと気づきが多くありました。本

当に感謝しています。ありがとうございました。 

・良い意味で、今回のスタディツアーはショックばかりでした。文字でしか見たことのなか

った人・ものを目の前にして、理想と現実のギャップを感じましたし、一週間時間を共に

した仲間からも大きなショックを受けました。難民や教育を通じて、与えるよりも導く方

が難しいと学び、実際の声を聞くと机に向き合う勉強では見えてこないものが見えると

体感しました。多彩な大人たちに出会えたこと、現場を自分の目で見られたこと、仲間と

共に学べたこと…一生にない経験になっています。私がこのような経験を出来たのは、多

くの人の協力と理解があったからだと思うので、この経験を無駄にしないように活かし

ていきたいと思います。ありがとうございました。 

・今回、皆さんと一緒にスタディツアーができ、とても良い刺激を受けました。自分の知識

の浅さを実感し、世界で活躍する方の熱い思いと、私たちに真摯に向き合って下さる方々

にお会いできて、難民や教育だけでなく、人生の勉強になりました。大学入学前に、この

ような貴重な体験をさせていただき、学習に対する意欲がわきました。これから入学して、

勉強や研究することがとても楽しみです。また、この機会を通して難民について興味を持

つことが出来ました。今回に限らずこれからも学び続けていきたいです。春からは SHRET

に是非参加したいです。次はメンバーの一人として色んな事に取り組んでいきたいです。 
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・永田先生のご尽力により、このような素晴らしいスタディーツアーに参加させていただけ

たこと、とても光栄に思います。メンバーひとりひとりが様々な可能性を広げるきっかけ

になったはずですし、私自身代表としてこれを機に、何かメンバー全員で「やり遂げたい」

という気持ちで満ち溢れております。具現化の方向性を考えるとやはり第一に RET が挙

げられるでしょう。彼らとお顔を合わせられたのは SHRET にとって大きな第一歩であ

り、SHRET×RET の元年となりました。 

私や幹部だけでなく、メンバー全員が SHRET の一員であることを誇りに思い、草の根の

活動としての自覚を持ちながらもその大切さを感じ、他人から理解されない悔しさのあ

まり涙を流せるほどにさせたい。ですから私はまず、これまでのセクションの軋轢をなく

すべく、言い換えれば SHRET メンバー全員を同じ心持ちで活動にコミットさせるべく、

動かなくてはならないと強く感じております。 

このスタディーツアーはそういった観点からしてもメンバーの士気を高める好機となり

ました。ありがとうございました。 

・スタディツアーの日程等、詳細が決まるのが遅かったと思います。もう少し早く決まって

いれば、スタディツアーの参加関係なく SHRET 全員で勉強会もできたのではと思いま

す。事前に SHRET で勉強しておけば帰国後のメンバー内の共有もやりやすいのではと思

いました。 

・今回は国際機関等の訪問を通し、難民問題に対する知識を深めるとともに支援の現場を知

り、さらには自分や SHRET の将来を考えるきっかけをつかむことができた。一方で次回

があるとすればぜひ、本当の現場（＝難民キャンプ）へ足を運びたいとさらに強く思うよ

うになった。こうした意識の変化ももちろん今回のスタディツアーによる影響が大きい。 

 

 

第３回 

国連防災世界会議 

＠仙台 
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報告 
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2015 年 3 月 15 日(日)～16 日(月)、SHRET メンバー5 名と顧問の永田佳之教授が、宮城

県仙台市で開催された「第 3 回 国連世界防災会議」に参加した。国際交流 NGO ピース・

ボートの南米カリブのユースからのメッセージ・キープ(Quipu)の受け渡し式(キープとは布

状の短冊のようなもの)、宮城教育大学附属特別支援学校の防災について学ぶ会のスタディ

ツアーに参加した。 

また、2015 年 3 月 14 日(土)～17 日(火)、国連防災世界会議の一環として宮城県仙台市

「せんだいメディアテーク」で開催されたフォーラムで、ＵＮＨＣＲ(国連難民高等弁務官

事務所) のブースのボランティア・スタッフを務めた。ブースでは、来場者の方々に UNHCR

の DRR(災害リスクの軽減)の取り組みについて説明する等の活動を行った。 

 

タイムライン 

 

・Children & Youth Forum キープ(Quipu)の受け渡し式 

・Study Tour 

宮城教育大学附属特別支援学校の防災について学ぶ会 

(・帰宅まで自由にメイン会場の会議傍聴、ブース見学) 

  

 

14 日～17 日 

 

UNHCR ブース 

ボランティア

スタッフ 

15 日 

16 日 
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15 日 Children & Youth Forum キープ(Quipu)の受け渡し 

  

国連の潘基文事務総長へ世界中の若者の想いが込められているキープをお渡しすると

いう催しは、去る 3 月 5 日に横浜港で行われた国際交流 NGO peace boat 主催のキー

プ受け渡し式典に CORELAC のユースに代わって SHRET メンバーが国際 NGO の RET

のユースアンバサダーとして出席して受け取ったキープを、国連防災会議の場で潘基文

国連事務総長にお渡しするというものである。 

 

http://www.u-sacred-heart.ac.jp/topics/2014.html#_150305
http://www.u-sacred-heart.ac.jp/topics/2014.html#_150305
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16 日 Study Tour 

（宮城教育大学附属特別支援学校の防災について学ぶ会） 

 

スタディツアーと題した、宮城教育大学附属特別支援学校の防災について学ぶ会に

RET Japan 代表の赤崎氏と参加した。学校の防災に関する取り組みや工夫を先生から解

説していただいた後、校内見学を通して、現段階で為されている防災設備や防災グッズに

触れ、実際の授業の様子や防災訓練、そして今も残る東日本大震災の爪あとを確認した。 
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UNHCR ボランティアスタッフ 

 

宮城県仙台市「せんだいメディアテーク」にて開催されたフォーラム中に、ＵＮＨＣＲ

(国連難民高等弁務官事務所) のブース担当のボランティア・スタッフとして参加。当日

200 を超える国際機関や企業のブースが立ち並ぶフォーラム内で UNHCR のブースを担

当させていただき、UNHCR という立場からの「DRR(災害リスクの軽減)」の取り組みを

来場者に説明致しました。このボランティアを通し、私達 SHRET は難民と密接に関わる

団体がどのように DRR へ取り組んでいるのかを相対的に学んだ。 
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感想 
スタディーツアーに引き続き、世界中の

国際機関や企業のリアルな動向を見ること

ができ充実したボランティアとなった。あ

らゆる機関が、DRR に対してどのような観

点から何に焦点を置き活動しているのか、

目で見て肌で感じられた。 

 東日本大震災を受けてもなお海外から高

く評価される日本人の精神力は、この会議

で取り上げられる DRR というテーマと直

結する。私達は大人たちの最新の技術と性

能を駆使した様々な DRR への取り組みに

圧倒されながらも、学生ならではの視点で

ブースにいる方々と議論することにより国

際的視野の価値を享受し深めた。（古川幹子） 

ジュネーブでのスタディーツアーに続い

て、国連防災世界会議に参加する機会も頂

き、私は初めて仙台を訪れた。UNHCR の展

示ブースでのボランティアでは、「難民と災

害」に関する取り組みを来場者に説明しな

ければならなかったのだが、相手からの質

問に答えることはとても大変だった。隣の

ブースにいらっしゃったトルコ政府の方々

に何度も助けていただいたが、自分の勉強

不足を強く感じた経験となった。UNHCRの

ブースのお手伝いをしながら、多くの国や

企業、NGO の防災に関する取り組みも学ぶ

ことができた。東日本大震災の復興も様々

な立場の人たちが関わりながら、私たちの

見えないところで尽力していた人たちがい

たということを強く感じた。 

また、RET の方と一緒に Children & 

Youth Forum にも参加させていただいた。

様々な国や地域から集まった同世代の若者

が、国や社会のために自分たちの未来と真

剣に向き合っていた。私は、自分の将来を考

えるだけで精一杯だったが、自分の将来を

考えることが社会の未来を考えることにも

つながるのだと思うようになった。 

（髙橋美桜） 

初めて参加した国連の会議、会場は日本

にいながらまるで海外にいるようだった。

多国籍の文化が仙台に集結しており、それ

ぞれの国の課題を自国の問題として考える

姿を会議の質疑応答の時間に見ることがで

きた。会議の場では年齢、国籍など関係な
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い。何よりも、アイディアマンであることが

参加するうえで大事なのではないだろうか。

そして今、私は世界のクエスチョンに対し

てアンサーを持っているかと問われれば現

時点では、首を縦には振れない。国際社会で

は自分の意見を持っていなければならない

とよく聞くが、今回の国際会議でその現実

を目の当たりにした。自分はアイディアマ

ンとなる時どうあるべきか、そして今、どう

するべきか考えさせられた国連防災世界会

議での３日間であった。（髙橋海奏） 

 

仙台の防災会議に参加し、UNHCR が出

展しているブースに立たせていただいた。

UNHCR のブースでは、幾つかの資料を事

前に準備してくださっており、それらを使

って来場された方に UNHCR の活動の紹介

をした。一体どんな活動をしているのかと

疑問を持ち興味を向けてくださる方々に、

私たちも出来る限りわかりやすく説明しよ

うと努めた。年配の方から若い方までこう

して難民問題に関心を持っていただけてい

るのを感じ嬉しく思った。 

 会場には様々な国から来られた多くの

団体がブースを連ねており、会場を一周す

るだけでも知らなかった新たな知識を多く

吸収できる素

敵な場であっ

た。赤十字社

のブースでお

話を伺った際

には、実際に

ジュネーブで

国際赤十字博

物館に行って

きたことを伝

えると職員の方はとても驚かれていた。

我々職員でも行ったことがある人は大変少

ないだろうし、学生の間にそのような貴重

な経験をされているのはなんとも羨ましい

と言ってくださった。 

 国際機関でインターシップをされた大

学院の方の話を伺うことができ、世界で活

躍されている方々のお話を聞く機会がある

のは実に恵まれている。将来の自分の進み

たい道を改めて考えさせられる時間となっ

た。（田中美桜） 

 

国連防災

世界会議に

おける様々

な体験を通

して、世界

中の人々が

「防災」に

つ い て 考

え、1 つに

まとまって

いる様子に

最も感銘を受けた。私は防災会議の前にも

ピースボートと CORELAC のプロジェクト

のお手伝いをさせていただき、横浜港で中

南米のユースにより作成されたキープを受

け取った。そしてゴールとなる仙台でもそ

のプロジェクトに携わることができ、今回

のこの貴重な機会に心から感謝している。

日本から遠く離れた中南米のキープが仙台

に届けられるというのは非常に感慨深く、

キープで中南米のユースと日本が繋がった

ような感じがした。 

また、Nansen と UNHCR の共同ブース

では、訪れるお客様だけでなく、世界各国か
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らブースを出展している様々な方と出会う

ことができた。各国、各団体、各企業の防災

に関する取り組み、世界の動向について学

んだことを、今後 SHRET の活動や自分の

専攻の学びの中に生かしていきたい。 

（増田京美） 

 

仙台では、国際会議や国連事務総長のス

ピーチなど大学生ではとても体験できない

ようなことをさせていただき、今の難民の

現状や日本の大

学生として自分

にいま何ができ

るかということ

を考えるとても

良いきっかけと

なった。特にトル

コ首相府の方と

お話した時に、日

本人がいかに世界の問題に無関心であるか

ということを強く認識させられたことがと

ても印象に残っている。難民の発生してい

る地域がトルコのほうが近いということも

もちろんあるが、トルコ国民は、隣国の人々

が支援を必要としているのならば助けるの

が当たり前であるという。それに対し日本

人は無関心であるだけでなくむしろ難民受

け入れに対し否定的な意見が多い。難民の

受入数を増やすことが良いとは言わないが、

他人事で終わらせるのではなく同じ人間と

して関心を持つことが日本人として大事な

のではないかと感じた。潘基文事務総長の

スピーチにもあったが、これからの世界の

リーダーとなる世代として責任を持って世

界の問題に目を向けていけたらと今回強く

思った。（小林優子） 

私たち SHRET が国連防災世界会議の

UNHCR・ナンセンのブースに参加できたの

は、スタディーツアーで UNHCR を訪れた

のがきっかけである。 

 当日、朝早くから UNHCR でお世話に

なった黒岩さんと打ち合わせを行い、現地

へ向かっ

た。そこ

には、世

界中から

様々な国

際企業が

集まって

おり、周りに学生と思える人はおらず、私た

ちがいても場違いではないかと不安になっ

た。しかし、逆に学生であることが他企業や

来客に関心を持っていただけるきっかけに

なったように思う。 

 日本人一般客が少ない中、高校生３人組

が訪れてきたことは印象的で覚えている。

防災に興味があったのかもしれないし、学

校帰りに寄っただけかもしれない。本当の

理由は分からないが、このような大規模な

企画が一般向けへも行われているのは、私

たち自身も考え、向き合うべき問題がある

からのはず。国連や政府が扱うものは当事

者だけが考えれば良いものではない。それ

を考えたとき、高校生を見て少しだけ嬉し

くなった。この防災会議への参加を機に

SHRET が新しく始動する第一歩になった

と思う。実際に仙台で活動に携われた経験

は、SHRET 内外へ発信していきたい。 

（鴨下綾花） 


